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岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
秋
部
の
１３８
番
か
ら
１９９
番
ま
で
を
掲
載
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

森
あ
か
ね
・
風
岡
む
つ
み
・
平
石
岳
・
劉
野
・
加
藤
森
平
・
呉
慧
敏
・
大
杉
里
奈
・
廣
瀬
薫

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
次
の
操
作
を
行
っ
た
。

１

句
読
点
を
付
け
、
会
話
文
な
ど
は
「

」
で
括
り
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

２

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

３

和
歌
の
上
に
、
通
し
番
号
（
１３８
〜
１９９
）
を
付
け
た
。

一
、﹇
出
典
﹈
の
欄
に
は
、
和
歌
と
注
釈
本
文
の
典
拠
を
示
す
。
和
歌
に
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
（
万
葉
集
は
旧
番
号
の
み
示
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す
）
を
記
す
が
、
無
い
場
合
は
「
該
当
歌
ナ
シ
」
と
表
記
し
、『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
あ
れ
ば
部
立
な
ど
を
示
す
。
注
釈
本
文
が

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
。
略
称
『
新
編
全
集
』）、
ま
た
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
記
載
す
る
。
た
だ
し
『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
白
氏
文
集
で
未
刊
の
巻
は
、
続
国
訳
漢
文
大
成
『
白
楽
天
全
詩

集
』
に
よ
る
。

一
、﹇
異
同
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
本
文
と
の
異
同
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
濁
点
や
送
り
仮
名
の
有
無
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
、
仮
名
遣

の
相
違
は
取
り
あ
げ
な
い
。
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
、
注
釈
本
文
は
原
則
と
し
て
版
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
。
異

同
が
な
い
場
合
は
「
ナ
シ
」
と
記
し
、
あ
る
場
合
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
の
本
文
│
異
文
の
順
に
列
挙
す
る
。
複
数
の
作
品
す
べ
て
に
異

同
が
な
い
場
合
は
、
書
名
を
ま
と
め
て
列
挙
し
て
、
末
尾
に
「
ナ
シ
」
と
記
す
。

○
源
氏
物
語
は
、
絵
入
り
承
応
版
本
（
略
称
『
承
応
』。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
）
と
、
北
村
季
吟
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』（
略
称
『
湖
月
抄
』。『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』
新
典
社
を
使
用
）
に
よ
る
。

○
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
枕
草
子
・
古
今
集
序
・
八
代
集
・
和
漢
朗
詠
集
は
、『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』（
新
典
社
）
に
よ
る
。

○
竹
取
物
語
は
絵
入
り
版
本
（
無
刊
記
版
。
同
志
社
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
。

○
う
つ
ほ
物
語
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
補
刻
本
、
狭
衣
物
語
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
版
本
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
三
谷
栄

一
『
平
安
朝
物
語
板
本
叢
書
』
有
精
堂
を
使
用
す
る
。

○
漢
籍
も
同
志
社
大
学
に
版
本
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
用
い
る
。
な
い
場
合
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
な
ど
に
よ
る
。

一
、﹇
訳
﹈
の
欄
に
は
翻
刻
本
文
の
現
代
語
訳
、﹇
考
察
﹈
の
欄
に
は
和
歌
と
典
拠
と
の
関
係
な
ど
、﹇
参
考
﹈
の
欄
に
は
参
考
資
料
な
ど

を
記
す
。

『
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挑
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抄
』
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（
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一
、
歌
題
が
同
じ
で
あ
る
和
歌
が
連
続
す
る
場
合
、
底
本
で
は
二
首
め
か
ら
の
歌
題
は
省
略
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
﹇
訳
﹈
に
限
り
す

べ
て
の
歌
に
題
を
示
し
た
。
た
だ
し
補
足
し
た
歌
題
に
は
（

）
を
付
け
て
、
底
本
に
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

秋
部新

秋
露

１３８
仙
人
の
た
ふ
さ
に
う
く
る
た
め
し
を
も
君
に
は
し
め
の
秋
の
白
露

文
選
。
斑
固
、
西
都
賦
曰
、
抗
テ二

仙
―

掌
ヲ一

以
承
レ

露
ヲ

。

漢
武
故
事
曰
、
上
作
二

承
露
盤
仙
人
掌
ヲ一

。
擎
二

玉
―

盃
ヲ一

以
取
二

雲
―

表
ノ

之
露
ヲ一

。
和
二

玉
―

屑
ニ一

服
レ

之
ヲ

求
二

不
―

死
ヲ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
〇
九
番
。
文
選
（
賦
篇
）
上
、
西
都
賦
、
四
四
頁
。
漢
武
故
事
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
た
ふ
さ
に
う
く
る
│
た
ふ
さ
に
う
つ
る
」「
君
に
は
し
め
の
│
君
に
は
じ
め
て
」。『
文
選
』
ナ
シ
。『
漢
武

故
事
』「
上
作
二

承
露
盤
仙
人
掌
ヲ一

。
擎
二

玉
―

盃
ヲ一

│
上
於
二

未
央
宮
一

、
以
レ

銅
作
二

承
露
盤
一

。
仙
人
掌
擎
二

玉
杯
一

」「
和
二

玉
―

屑
ニ一

服
レ

之
ヲ

求
二

不
死
ヲ一

│
擬
レ

和
二

玉
屑
一

、
服
以
求
レ

仙
」。

﹇
訳
﹈

新
た
な
秋
の
露

て
の
ひ
ら

仙
人
が
掌
で
（
露
を
）
受
け
た
と
い
う
例
は
あ
る
が
、
あ
な
た
に
今
年
最
初
の
秋
の
白
露
を
（
さ
さ
げ
よ
う
）。

文
選
。
班
固
の
西
都
賦
に
よ
る
と
、
天
に
向
か
っ
て
仙
人
の
掌
を
お
し
あ
げ
て
甘
露
を
受
け
る
。

漢
武
故
事
に
よ
る
と
、
帝
は
承
露
盤
を
作
っ
た
。
仙
人
は
掌
で
玉
の
盃
を
捧
げ
も
ち
、
雲
の
表
面
の
露
を
取
る
。
そ
れ
を
玉
の
粉

と
混
ぜ
合
わ
せ
て
飲
み
、
不
死
を
求
め
た
云
々
。
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﹇
考
察
﹈
前
漢
の
武
帝
が
神
仙
境
を
模
し
て
造
営
し
た
宮
殿
に
お
い
て
、
不
死
の
薬
を
作
ら
せ
た
故
事
に
よ
る
。

﹇
参
考
﹈『
漢
武
故
事
』
の
本
文
異
同
に
は
、
竹
田
昇
・
黒
田
真
美
子
編
『
中
国
古
典
小
説
選

穆
天
子
伝

漢
武
故
事

神
異
経

山
海

経
他
』（
明
治
書
院

二
〇
〇
七
年
）
を
使
用
。『
円
機
活
法
』
の
巻
二
、
露
に
も
『
漢
武
故
事
』
を
引
く
が
、「
和
玉
屑
服
之
求
不
死
」

を
欠
く
。

（
森
あ
か
ね
）

新
秋
雨

１３９
秋
は
ま
た
き
の
ふ
け
ふ
か
の
桐
の
葉
の
つ
れ
な
き
色
に
雨
お
つ
る
声

白
氏
文
集
、
長
恨
歌
。
秋
―

雨
梧
―

桐
葉
ノ

落
ル―

時
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
一
七
一
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
二
、
長
恨
歌
、
八
一
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

新
秋
の
雨

秋
は
ま
だ
昨
日
か
今
日
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
色
を
し
た
桐
の
葉
に
雨
が
落
ち
る
音
が
す
る
。

白
氏
文
集
、
長
恨
歌
。
秋
雨
の
中
、
梧
桐
の
葉
が
落
ち
る
時
。

﹇
考
察
﹈「
長
恨
歌
』
は
、
玄
宗
皇
帝
が
亡
く
な
っ
た
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
箇
所
。

﹇
参
考
﹈
類
歌
「
人
は
来
ず
掃
は
ぬ
庭
の
桐
の
葉
に
お
と
な
ふ
雨
の
音
の
さ
び
し
さ
」（
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
内
裏
歌
合
、
十
七
番
、

秋
雨
、
源
通
具
）。

（
風
岡
む
つ
み
）

都
早
秋

『
三
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事
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１４０
音
羽
山
け
さ
吹
か
せ
や
都
に
は
ま
た
入
た
ゝ
ぬ
秋
を
告
ら
む

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
八
〇
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

都
の
秋
の
初
め

音
羽
山
に
今
朝
吹
く
風
は
、
都
に
は
ま
だ
訪
れ
て
い
な
い
秋
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
１４１
番
歌
に
同
じ
。『
湖
月
抄
』
の
頭
注
に
「
松
虫
の
初
声
さ
そ
ふ
秋
風
は
音
羽
山
よ
り
吹
き
そ
め
に
け
り
」（
後
撰
集
、

巻
五
、
秋
上
、
二
五
一
番
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
引
く
よ
う
に
、
音
羽
山
は
秋
を
告
げ
る
山
と
し
て
詠
ま
れ
た
。

（
平
石
岳
）

残
暑

１４１
秋
か
せ
そ
ま
た
入
た
ゝ
ぬ
涼
し
さ
の
音
羽
の
山
や
行
て
た
つ
ね
ん

椎
本
巻
云
、
七
月
は
か
り
に
な
り
に
け
り
。
都
に
は
ま
た
入
た
ゝ
ぬ
秋
の
け
し
き
を
、
ま
き
の
山
辺
も
わ
つ
か
に
色
つ
き
て

云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
九
七
番
。
源
氏
物
語
、
椎
本
巻
、
一
七
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
秋
の

け
し
き
を
│
あ
き
の
気
色
を
、
音
羽
の
山
近
く
風
の
音
も
い
と
ひ
や
ゝ
か
に
」。

﹇
訳
﹈

残
暑

（
都
に
は
）
秋
風
は
ま
だ
吹
い
て
い
な
い
。
音
羽
の
山
に
行
き
、
涼
し
さ
を
探
し
て
み
よ
う
か
。

椎
本
の
巻
に
よ
る
と
、（
薫
が
、
久
し
く
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
宇
治
の
八
の
宮
を
訪
ね
て
み
る
と
）
も
う
七
月
ご
ろ
に
な
っ
て
い

た
。
都
に
は
ま
だ
訪
れ
て
い
な
い
秋
の
気
配
を
、（
宇
治
川
に
近
い
）
槙
の
尾
山
の
あ
た
り
も
か
す
か
に
色
づ
い
て
き
て
云
々
。
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﹇
参
考
﹈『
古
今
集
』
に
詠
ま
れ
た
音
羽
山
は
、
京
都
市
山
科
区
（
山
城
国
と
近
江
国
と
の
国
境
）
に
あ
る
音
羽
山
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
六
波
羅
探
題
の
設
置
に
伴
い
、
京
都
市
東
山
区
の
音
羽
山
が
交
通
の
要
所
（
所
謂
「
渋
谷
越
」）
に
な
り
、
中
世
・
近
世
に
お
い

て
は
後
者
が
音
羽
山
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
奥
村
恒
哉
「
歌
枕
『
音
羽
山
』
に
つ
い
て
」、「
鹿
児
島
県
立

短
期
大
学
紀
要

人
文
・
社
会
科
学
」
三
〇
号
、
昭
和
五
六
年
一
月
）。

（
平
石
岳
）

早
秋

１４２
来
る
秋
も
お
な
し
宿
り
そ
一
葉
ち
る
枝
に
の
み
住
鳥
も
こ
そ
あ
れ

格
物
論
。
鳳
ハ

瑞
―

応
ノ

鳥
、
太
平
ノ

世
ニ

則
見
ル

。
非
ニレ
ハ

梧
―

桐
一ニ

不
レ

栖
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
六
三
〇
番
。『
円
機
活
法
』
巻
二
十
三
、
飛
禽
門
、
鳳
凰
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
円
機
活
法
』「
太
平
ノ

世
│
太
平
之
世
」「
則
見
ル

。
│
則
見
ル

。
其
ノ

為
タ
ル
コ
ト

レ

形
、
鶏
頭
、
蛇
頸
、
燕

頷
、
亀
背
、
魚
尾
、
五
彩
ノ

色
ア
リ

高
サ

六
―

尺
―

許
」。

﹇
訳
﹈

早
秋

一
葉
が
散
る
（
桐
の
）
枝
に
し
か
住
ま
な
い
鳥
も
い
る
が
、（
そ
の
鳥
は
）
巡
っ
て
来
た
こ
の
秋
も
同
じ
枝
に
宿
る
こ
と
だ
。

格
物
論
。
鳳
凰
は
人
間
の
良
い
行
為
に
応
じ
て
現
れ
る
め
で
た
い
鳥
で
、
太
平
の
世
に
現
れ
、
梧
桐
以
外
の
木
に
は
宿
ら
な
い
。

﹇
考
察
﹈「
一
葉
ち
る
」
は
「
一
葉
落
テ

而
天
下
知
レ

秋
」
を
踏
ま
え
る
。
１３３
番
歌
お
よ
び
１４３
〜
１４５
番
歌
、
参
照
。

（
廣
瀬
薫
）

初
秋
露

『
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１４３
天
の
川
と
わ
た
る
か
ち
の
雫
よ
り
一
葉
の
露
も
ち
り
や
そ
ふ
ら
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
九
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

初
秋
の
露

（
七
夕
の
夜
、）
天
の
川
を
渡
る
舟
の
櫂
か
ら
滴
る
雫
を
受
け
て
、
一
枚
の
葉
に
結
ぶ
露
も
（
い
つ
も
よ
り
）
多
く
散
る
だ
ろ
う
か
。

﹇
参
考
﹈
出
典
は
１４５
番
歌
に
同
じ
。

（
加
藤
森
平
）

初
秋
風

１４４
朝
毎
に
さ
そ
吹
そ
は
ん
秋
風
を
い
か
に
お
と
ろ
く
一
葉
成
ら
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
七
九
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

初
秋
の
風

朝
ご
と
に
さ
ぞ
か
し
吹
き
つ
の
る
秋
風
に
（
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
）、
一
枚
の
木
の
葉
は
ど
れ
ほ
ど
驚
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
１４５
番
歌
に
同
じ
。
当
歌
で
「
一
葉
」
が
「
お
ど
ろ
く
」
の
は
、
秋
が
深
ま
り
風
が
強
く
な
る
と
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
。

（
加
藤
森
平
）

荻

１４５
秋
は
来
ぬ
一
葉
の
う
へ
の
風
よ
り
も
心
に
も
ろ
き
荻
の
音
か
な

淮
南
子
、
出
于
夏
部
。

― ２４５ ―
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﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
六
五
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

荻

秋
が
来
て
し
ま
っ
た
。（「
一
枚
の
葉
が
落
ち
て
、
天
下
は
秋
を
知
る
」
と
さ
れ
る
）
木
の
葉
に
吹
き
つ
け
る
風
よ
り
も
、
心
に
は
か
な

く
聴
こ
え
る
荻
（
の
葉
の
上
を
吹
き
過
ぎ
る
風
の
）
の
音
だ
な
あ
。

淮
南
子
、
夏
の
部
に
出
る
。（
１３３
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
１３３
番
歌
の
『
淮
南
子
』「
一
葉
落
テ

而
天
下
知
レ

秋
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
れ
以
上
に
秋
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て

荻
が
風
に
そ
よ
ぐ
音
を
挙
げ
る
。

﹇
参
考
﹈「
秋
は
な
ほ
夕
ま
ぐ
れ
こ
そ
た
だ
な
ら
ね
荻
の
う
は
風
萩
の
下
露
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
上
、
秋
、
秋
興
、
二
二
九
番
、
義
孝
少

将
）。

（
加
藤
森
平
）

江
荻

１４６
更
ぬ
る
か
入
江
の
荻
の
花
の
色
も
白
き
を
み
れ
は
月
の
し
た
か
ぜ

琵
琶
行
。
潯
―

陽
ノ

江
ノ―

頭
リ
ニ

夜
送
レ

客
ヲ

。
楓
―

葉
荻
花
秋
瑟
―

々
。
主
―

人
下
レ

馬
ヨ
リ

客
ハ

在
レ

舩
。
挙
レ

酒
欲
レ

飲
無
二

管
―

絃
一

。
酔
テ

不
レ

成
レ

歓
ヲ

惨
ト
シ
テ

将
ニス
レ

別
レ
ン
ト

。
―々ル
ヽ

時
茫
―

ト々
シ
テ

江
浸
スレ

月
ヲ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
九
六
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
二
、
琵
琶
引
、
二
七
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
琵
琶
行
│
琵
琶
引
」「
瑟
々
│
索
索
」。

﹇
訳
﹈

入
江
の
荻
の
花

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）
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夜
も
更
け
た
の
か
な
あ
。
月
に
照
ら
さ
れ
て
入
江
の
荻
の
花
も
白
い
の
を
見
る
と
、
荻
の
葉
に
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
よ
。

琵
琶
行
。
潯
陽
の
長
江
岸
辺
で
、
夜
、
客
を
見
送
っ
た
。
あ
た
り
一
面
、
紅
葉
と
白
い
荻
の
花
の
穂
が
さ
わ
さ
わ
と
風
に
そ
よ

ぐ
、
も
の
寂
し
い
秋
景
色
で
あ
る
。
主
人
は
馬
を
下
り
、
客
は
船
中
に
い
て
、
酒
杯
を
挙
げ
て
飲
も
う
と
す
る
が
、
酒
に
伴
う
管

絃
の
調
べ
も
な
い
。
そ
ん
な
酒
は
、
酔
っ
て
も
一
向
に
楽
し
く
は
な
く
、
傷
ま
し
い
気
持
の
ま
ま
い
ざ
別
れ
よ
う
と
し
た
が
、
そ

の
別
れ
の
時
、
果
て
し
な
く
広
が
る
長
江
は
、
昇
っ
た
ば
か
り
の
月
を
そ
の
水
面
に
浸
し
て
い
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
荻
の
花
の
色
も
白
き
」
と
は
、
秋
に
咲
く
荻
の
花
の
穂
の
ほ
か
、
月
光
も
秋
も
白
い
と
い
う
意
味
。
秋
は
五
行
思
想
で
白
色
に

配
す
る
。

（
呉
慧
敏
）

乞
巧
奠

柏
玉

１４７
ほ
し
ま
つ
る
庭
の
灯
九
重
に
あ
ひ
あ
ふ
数
も
空
に
し
る
ら
し

ヌ
リ
ノ

乞
巧
奠
。
江
次
第
曰
、
立
ツ二

黒
―

漆
燈
―

台
九
本
ヲ

於
件
ノ

机
ノ

四
方
四
角
中
―

央
ニ一
加
二

打
―

敷
一

、
謂
二

之
ヲ

九
―

枝
―

燈
一

内
―

蔵
寮
供
ス二

御
燈
明
ヲ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
秋
、
星
夕
灯
花
。
江
家
次
第
（
神
道
大
系
）、
巻
八
、
七
月
、
七
日
乞
巧
奠
事
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
乞
巧
奠
│
星
夕
灯
花
」。『
江
家
次
第
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

乞
巧
奠

七
夕
の
星
を
祭
る
庭
の
灯
は
九
本
あ
り
、
空
で
出
会
う
（
星
の
）
数
が
自
然
に
分
か
る
よ
う
に
、
宮
中
で
出
会
う
（
人
の
）
数
も
自
然

に
分
か
る
だ
ろ
う
。

乞
巧
奠
。
江
家
次
第
に
よ
る
と
、
黒
塗
の
灯
台
九
本
を
そ
の
机
の
四
方
四
角
と
中
央
に
立
て
る
。
打
敷
を
敷
き
、
こ
れ
を
九
枝
灯

― ２４７ ―
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と
言
う
。
内
蔵
寮
が
灯
明
を
捧
げ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
九
重
」
に
宮
中
と
九
枝
灯
、「
空
に
」
に
天
空
に
と
自
然
に
の
意
味
を
掛
け
る
。

（
劉
野
）

１４８
た
へ
か
た
き
契
を
や
お
も
ふ
か
す
こ
と
も
二
の
ほ
し
の
中
の
細
緒
は

紅
葉
賀
巻
の
詞
、
夏
の
部
に
し
る
し
侍
り
。

江
次
第
曰
、
乞
巧
奠
、
東
北
ノ

机
。
自
二

御
所
一

申
│二

下
筝
一
張
ヲ一

、
置
二

東
北
西
北
等
ノ

机
上
ノ

北
ノ

妻
ニ一
延
喜
十
五
年

例
用
二
和
琴
一

、
立
レ

柱
有
二

三
―

様
一

常
ニ

用
二

半
呂
半
律
ヲ一

秋
ノ

調
子
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
九
二
番
。
江
家
次
第
（
神
道
大
系
）、
巻
八
、
七
月
、
七
日
乞
巧
奠
事
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
江
家
次
第
』「
東
北
ノ

机
自
二

御
所
一

│
東
北
机
、
同
レ

上
、
但

無
レ

針

、
自
二

御
所
一

」。

﹇
訳
﹈

（
乞
巧
奠
）

（
七
夕
に
）
供
え
る
箏
の
琴
は
中
の
細
緒
が
切
れ
や
す
い
が
、
そ
の
琴
も
二
つ
の
星
の
仲
の
（
年
に
一
度
し
か
会
え
な
い
）
堪
え
が
た

い
逢
瀬
を
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

紅
葉
賀
巻
の
詞
。
夏
の
部
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。（
１３２
番
歌
、
参
照
）

江
家
次
第
に
よ
る
と
、
乞
巧
奠
、
東
北
の
机
。
御
所
よ
り
箏
一
張
り
を
申
し
受
け
て
、
東
北
や
西
北
な
ど
の
机
の
上
の
北
の
端
に

置
く
。
延
喜
十
五
年
の
例
で
は
和
琴
を
用
い
る
。
琴
柱
の
立
て
方
に
は
三
様
あ
り
、
常
に
半
呂
半
律
を
用
い
て
、
秋
の
調
子
で
あ

る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
た
へ
が
た
き
」
に
絃
が
切
れ
や
す
い
と
我
慢
し
に
く
い
を
、「
な
か
」
に
中
（
の
細
緒
）
と
仲
を
掛
け
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
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﹇
参
考
﹈「
七
夕
は
今
日
貸
す
琴
は
何
な
ら
で
逢
ふ
に
の
み
こ
そ
心
ひ
く
ら
め
」（
六
百
番
歌
合
、
乞
巧
奠
、
三
一
七
番
、
有
家
）。

（
大
杉
里
奈
）

織
女
契
久

１４９
天
の
川
す
め
る
を
空
の
は
し
め
よ
り
幾
世
を
う
つ
す
ほ
し
合
の
影

タ
ナ
ヒ
イ
テ

神
代
巻
曰
、
其
ノ

清
―

陽
者
、
薄
―

靡
而
為
レ

天
ト

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
八
二
番
。
日
本
書
紀
、
巻
第
一
、
神
代
巻
上
、
一
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

織
女
の
契
り
、
久
し

た
ら
い

天
地
が
分
か
れ
て
空
が
出
来
た
当
初
か
ら
、
澄
ん
だ
天
の
川
に
輝
く
二
つ
の
星
の
出
会
う
さ
ま
を
多
年
に
わ
た
り
（
盥
に
）
映
す
こ
と

だ
な
あ
。

神
代
巻
に
よ
る
と
、
そ
の
澄
ん
で
明
る
い
気
が
薄
く
た
な
び
い
て
天
と
な
る
。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
、
神
代
巻
の
冒
頭
、
天
地
開
闢
を
語
る
箇
所
。
４８８
番
歌
、
参
照
。「
星
合
」
は
、
陰
暦
七
月
七
日
の
夜
に
牽
牛

星
と
織
女
星
が
出
会
う
こ
と
。
七
夕
の
空
の
風
情
を
盥
の
水
に
映
す
風
習
が
あ
っ
た
。

﹇
参
考
﹈「
め
づ
ら
し
く
あ
ふ
た
な
ば
た
は
よ
そ
人
も
影
み
ま
ほ
し
き
物
に
ざ
り
け
る
」（
伊
勢
集
、
八
三
番
、
七
月
七
日
た
ら
ひ
に
み
づ

い
れ
て
影
み
る
と
こ
ろ
）。「
天
河
影
を
や
ど
せ
る
水
か
が
み
た
な
ば
た
つ
め
の
あ
ふ
せ
し
ら
せ
よ
」（
恵
慶
集
、
一
〇
番
、
七
月
、
た

な
ば
た
ま
つ
り
し
て
、
た
ら
ひ
に
水
い
れ
て
か
げ
見
る
）。

（
風
岡
む
つ
み
）

霧
織
女
帳

― ２４９ ―
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１５０
あ
ま
の
川
君
き
ま
さ
な
ん
秋
霧
の
と
は
り
も
誰
を
待
と
か
は
し
る

催
馬
楽
、
我
家
。
わ
い
へ
ん
は
、
と
は
り
帳
を
も
た
れ
た
る
を
、
お
ほ
き
み
き
ま
せ
、
む
こ
に
せ
む
。
下
略
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
八
四
番
。
催
馬
楽
、
我
家
、
一
五
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

霧
は
織
女
の
帳

と
ば
り

天
の
河
を
越
え
て
あ
な
た
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
帷
の
よ
う
な
秋
霧
も
、
誰
を
待
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

い
ち
ょ
う

催
馬
楽
、
我
家
。
私
の
家
は
、
帷
帳
も
垂
れ
て
い
る
の
で
、
皇
族
さ
ま
も
来
て
く
だ
さ
い
、
婿
に
迎
え
よ
う
。
下
略
。

﹇
考
察
﹈「
我
家
」
は
寝
殿
に
帳
を
垂
ら
す
こ
と
で
、
婿
を
迎
え
る
準
備
を
し
た
女
性
の
歌
。
当
歌
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
七
夕
の
こ
ろ
に
か

か
る
秋
霧
を
帳
に
見
立
て
、
織
女
が
牽
牛
と
の
逢
瀬
を
期
待
す
る
気
持
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
版
『
梁
塵
愚
案
抄
』（
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ス
）
を
使
用
。（

平
石
岳
）

七
夕
草
花

１５１
花
は
な
を
時
こ
そ
有
け
れ
七
夕
の
に
し
き
の
ひ
も
は
只
一
夜
の
み

允
恭
天
皇
紀
曰
、
天
皇
聆
二

是
歌
一

則
有
感
情
而
歌
之
曰
、

サ

ザ

ラ

ガ

タ

ニ

シ

キ

ノ

ヒ

モ

ヲ

ト

キ

サ

ケ

テ

ハ

ト

タ

タ

ヒ

ト

ヨ

ノ

ミ

佐
瑳
羅
餓
多
迩
之
枳
能
臂
毛
弘
等
枳
舎
気
帝
阿
麻
哆
絆
泥
受
迹
多
�
比
等
用
能
未

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
五
四
番
。
日
本
書
紀
、
巻
一
三
、
允
恭
天
皇
、
一
一
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
日
本
書
紀
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
草
花

つ
ぼ
み

ど
の
花
に
も
（
蕾
が
開
く
）
時
が
あ
る
の
だ
な
あ
。
七
夕
の
錦
の
紐
は
（
一
年
で
）
た
だ
一
夜
し
か
解
か
れ
な
い
が
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
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秋
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允
恭
天
皇
紀
に
よ
る
と
、
天
皇
は
こ
の
（
衣
通
郎
姫
の
）
歌
を
お
聞
き
に
な
り
、
感
動
し
て
歌
を
詠
ま
れ
て
仰
せ
ら
れ
る
に
は
、

細
や
か
な
模
様
の
錦
の
紐
を
解
き
開
い
て
、
幾
晩
で
も
共
寝
し
た
い
も
の
だ
が
そ
う
も
い
か
な
い
。
た
だ
一
夜
限
り
だ
。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
允
恭
天
皇
が
衣
通
郎
姫
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
、
和
歌
の
贈
答
を
す
る
場
面
。
天
皇
は
、
衣
通
郎
姫
の
姉
で
あ
る
皇

后
（
忍
坂
大
中
姫
）
の
嫉
妬
心
を
気
に
し
て
い
る
。
当
歌
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
七
夕
の
牽
牛
織
女
の
一
夜
の
逢
瀬
を
天
皇
と
衣
通
郎
姫

に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。「
紐
解
く
」
に
は
花
の
蕾
が
開
く
、
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
『
日
本
書
紀
』
を
使
用
。

（
平
石
岳
）

七
夕
木

１５２
あ
ま
の
川
う
き
木
の
道
の
絶
さ
ら
は
い
ま
も
見
て
し
か
ほ
し
合
の
空

博
物
志
曰
、
天
―

河
与
レ

海
通
、
海
―

浜
年
―

々
八
月
有
二

浮
―

槎
一

往
―

来
。
不
レ

失
レ

期
ヲ

、
博
―

望
―

侯
張
―

騫
乃
多
賚
二

粮
―

食
ヲ一

乗
レ

槎
ニ

、
而

去
忽
不
レ

覚
二

昼
―

夜
ヲ一

奄
至
二

一
処
一

。
見
二

城
郭
居
室
ヲ一

、
望
二

室
中
ヲ一

多
見
二

織
―

婦
ヲ一

見
二

一
―

丈
夫
牽
テレ

牛
ヲ

渚
―

次
ニ

飲
ヲ一レ

之
ニ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
五
七
番
。
祖
庭
事
苑
、
巻
三
、
霊
槎
。

ま
イ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
い
ま
も
見
て
し
か
│
い
ま
も
み
て
し
か
」。『
祖
庭
事
苑
』「
不
失
期
│
不
失
信
」「
而
去
忽
│
而
去
忽
忽
」

「
望
室
中
多
見
織
婦
見
│
室
中
多
織
女
唯
」「
牽
牛
渚
次
飲
之
│
牽
牛
臨
渚
不
飲
」。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
木い

か
だ

天
の
川
に
浮
か
ぶ
筏
の
道
が
絶
え
て
い
な
け
れ
ば
、
今
も
見
て
み
た
い
も
の
だ
。
二
つ
の
星
が
出
会
う
空
を
。

博
物
志
に
よ
る
と
、
天
の
川
と
海
は
通
じ
て
い
て
、
海
浜
は
毎
年
八
月
、
筏
が
浮
か
ん
で
行
き
来
す
る
。
そ
の
時
期
を
狙
っ
て
、
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博
望
侯
張
騫
が
多
く
の
食
糧
を
賜
り
、
い
か
だ
に
乗
せ
て
去
る
と
、
た
ち
ま
ち
昼
夜
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
た
ち
ま
ち
あ
る
所
に

至
っ
た
。
城
郭
や
部
屋
を
見
渡
し
、
室
内
を
見
る
と
、
多
く
の
機
織
り
女
を
見
た
。
あ
る
青
年
が
牛
を
岸
辺
に
牽
い
て
き
て
、
次

に
水
を
飲
ま
せ
る
の
を
見
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
て
し
か
」
は
願
望
を
表
わ
し
、
張
騫
の
よ
う
に
自
分
も
見
て
み
た
い
、
と
い
う
意
味
。
張
騫
が
天
の
川
に
到
達
し
た

と
い
う
伝
承
は
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
浮
き
木
に
乗
り
て
わ
れ
帰
る
ら
ん
」（
松
風
巻
、
四
〇
七
頁
）
に
見
ら
れ
る
。

﹇
参
考
﹈
張
華
著
『
博
物
志
』
の
原
本
は
、
三
世
紀
末
に
完
成
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。『
円
機
活
法
』
や
『
百
子
全
書
』（
一
八
七
五
年
刊
）

に
収
め
ら
れ
た
『
博
物
志
』
と
は
本
文
が
か
な
り
異
な
る
。『
祖
庭
事
苑
』
は
南
宋
の
禅
宗
の
辞
典
で
一
一
五
四
年
重
刊
。
本
文
異
同

に
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
版
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
を
使
用
。

（
廣
瀬
薫
）

七
夕
管
絃

１５３
け
ふ
に
あ
へ
は
こ
れ
も
願
ひ
の
糸
竹
を
吹
つ
た
へ
て
よ
天
の
川
か
せ

白
氏
詩
。
憶
―

得
少
―

年
ノ

長
ク

乞
―

巧
ス
ル
コ
ト
ヲ

、
竹
―

竿
頭
―

上
ニ

願
―

絲
多
シ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
六
一
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
七
夕
、
二
一
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
管
絃

今
日
と
い
う
日
に
出
会
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
管
絃
の
上
達
を
願
う
五
色
の
糸
を
付
け
て
吹
き
伝
え
て
お
く
れ
、
天
の
川
に
吹
く
川
風

よ
。

白
氏
文
集
の
詩
。
思
い
出
し
た
こ
と
だ
。
少
年
の
こ
ろ
、
七
夕
の
夜
に
将
来
の
願
い
ご
と
を
し
た
こ
と
を
。
竹
竿
の
先
に
は
願
い

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）
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を
こ
め
た
五
色
の
糸
が
、
た
く
さ
ん
付
い
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈「
願
ひ
の
糸
竹
」
に
「
願
ひ
の
糸
」
と
「
糸
竹
」（
管
絃
）
を
掛
け
る
。
当
歌
は
七
夕
の
夜
に
、
文
筆
や
裁
縫
の
上
達
を
願
う
様

子
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈
現
存
す
る
『
白
氏
文
集
』
に
該
当
す
る
漢
詩
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
白
楽
天
の
作
と
す
る
。

（
廣
瀬
薫
）

七
夕
枕

１５４
あ
た
な
ら
ん
契
は
き
か
し
天
の
川
絶
ぬ
な
か
れ
に
枕
し
つ
ゝ
も

晋
書
。
孫
楚
、
字
ハ

子
荊
、
太
―

原
中
―

都
ノ

人
云
云
。
初
楚
少
キ―

時
欲
二

隠
―

居
セ
ン
ト

一

、
謂
テ二

王
―

済
ニ一

曰
、「
当
ニ

欲
二

枕
シレ

石
ニ

漱
一レ

流
ニ

」、
誤
テ

云
、「
漱
レ

石
ニ

枕
レ

流
ニ

」。
済
曰
、「
流
非
レ

可
ニレ

枕
ス

、
石
非
レ

可
キ
ニ
レ

漱
」。
楚
曰
、「
所
二

以
ハ

枕
一レ

流
欲
レ

洗
二

其
ノ

耳
ヲ一

、
所
二

以
ハ

漱
一レ

石
ニ

欲
レ

厲
ン
ト
二

其
ノ

歯
ヲ一

」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
六
六
番
。
晋
書
、
巻
五
六
、
列
伝
第
二
六
、
孫
楚
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
晋
書
』「
初
楚
少
時
│
楚
少
時
」「
謂
王
済
曰
│
謂
済
曰
」。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
枕

あ
て
に
な
ら
な
い
約
束
は
聞
く
ま
い
。
天
の
川
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
流
れ
を
枕
と
し
て
寝
な
が
ら
も
。

晋
書
、
孫
楚
。
字
は
子
荊
、
太
原
中
都
の
人
云
々
。
孫
楚
が
若
い
頃
隠
居
し
た
い
と
思
い
、
王
済
に
言
う
こ
と
に
は
、「
石
に
枕

し
、
川
の
流
れ
で
口
を
す
す
ぐ
」
と
言
う
べ
き
所
を
間
違
っ
て
、「
石
に
口
を
す
す
ぎ
川
の
流
れ
に
枕
す
る
」
と
言
っ
た
。
王
済

が
、「
流
れ
に
枕
し
て
石
で
口
を
す
す
ぐ
の
で
は
な
い
」
と
言
う
と
、
孫
楚
は
、「
流
れ
に
枕
す
る
の
は
耳
を
洗
い
た
い
た
め
、
石

― ２５３ ―
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で
口
を
す
す
ぐ
の
は
歯
を
磨
き
た
い
か
ら
だ
」
と
言
い
返
し
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
漱
石
枕
流
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
屁
理
屈
を
こ
ね
た
孫
楚
の
よ
う
に
、
い
い
加
減
な
約
束
を
さ
れ
て
も
、
耳
を
貸

さ
な
い
と
詠
む
。

（
加
藤
森
平
）

七
夕
糸

１５５
お
も
ふ
こ
と
し
る
し
見
す
る
や
七
夕
の
手
に
も
を
と
ら
ぬ
さ
ゝ
か
に
の
糸

帚
木
巻
云
、
立
田
姫
と
い
は
ん
に
も
つ
ぎ
な
か
ら
す
、
た
な
は
た
の
手
に
も
を
と
る
ま
し
く
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
六
二
番
。
源
氏
物
語
、
帚
木
巻
、
七
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
七
夕
の
│
織
女
の
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
糸

願
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
を
見
せ
て
い
る
の
か
な
あ
。
織
姫
の
織
る
織
物
に
も
劣
ら
な
い
（
見
事
な
）
糸
よ
。

帚
木
の
巻
に
よ
る
と
、
染
め
物
の
腕
前
は
竜
田
姫
と
い
っ
て
も
不
似
合
い
で
な
く
、
仕
立
物
も
た
な
ば
た
姫
に
劣
ら
ぬ
く
ら
い

云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
帚
木
の
巻
は
左
馬
頭
が
亡
き
妻
を
誉
め
る
の
に
、
染
め
物
上
手
の
竜
田
姫
と
、
機
織
り
名
人
の
七
夕
姫
を
引
き
合

い
に
出
し
た
場
面
。
奈
良
の
西
方
に
あ
る
竜
田
山
は
紅
葉
の
名
所
で
、
そ
の
女
神
で
あ
る
竜
田
姫
は
秋
の
神
、
ま
た
染
色
の
神
。

「
さ
ゝ
か
に
の
」
は
「
糸
」
に
掛
か
る
枕
詞
。
七
夕
の
糸
に
つ
い
て
は
１５３
番
歌
の
解
説
、
参
照
。

（
加
藤
森
平
）

『
三
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七
夕
即
事

１５６
宮
の
う
ち
に
も
る
玉
水
も
音
す
み
て
更
る
よ
お
し
き
星
合
の
影

朗
詠
集
。
遅
―

タ々
ル

鐘
―

漏
初
テ

長
―キ

夜
、
耿
―

タ々
ル

星
―

河
欲
ス
ル
レ

曙
ナ
ン
ト

天
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
七
八
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
秋
夜
、
二
三
四
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
注
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
詠
歌

宮
の
う
ち
に
漏
れ
る
水
時
計
の
音
も
澄
み
、
七
夕
星
の
光
を
見
て
、
更
け
て
い
く
夜
を
惜
し
く
思
う
こ
と
よ
。

朗
詠
集
。
鐘
の
音
も
漏
刻
（
水
時
計
）
も
遅
々
と
し
て
時
を
刻
ま
ず
、
秋
の
長
い
夜
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
耿
々
と
夜
空
に
輝
く

天
の
川
を
眺
め
て
い
る
と
、
よ
う
や
く
空
の
端
が
明
る
み
始
め
る
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
長
恨
歌
の
一
節
で
、
楊
貴
妃
を
失
っ
た
玄
宗
の
寂
し
さ
を
描
い
た
も
の
。
秋
の
夜
長
を
愁
え
る
玄
宗
に
対
し
て
、
当
歌

は
年
に
一
度
し
か
会
え
な
い
七
夕
の
夜
が
更
け
る
の
を
惜
し
む
。

﹇
参
考
﹈
歌
題
の
「
即
時
」
は
詩
題
の
一
つ
で
、
目
の
前
の
風
景
を
そ
の
ま
ま
詩
歌
に
詠
む
こ
と
。
漢
詩
の
「
鐘
漏
」
は
、
水
時
計
で
時

刻
を
計
り
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
る
こ
と
。

（
呉
慧
敏
）

七
夕

柏
玉

１５７
七
夕
の
な
つ
と
も
つ
き
ぬ
岩
枕
か
は
す
も
ま
れ
の
あ
ま
の
羽
こ
ろ
も

楼
炭
経
曰
、
以
レ

事
ヲ

論
セ
ン
レ

劫
ヲ

。
有
二

一
―

大
―

石
方
四
十
里
一

百
―

歳
ニ

諸
天
来
下
取
二

羅
―

穀
ノ

衣
ヲ一

撫
レ

石
ヲ

尽
サ
ン

。
劫
猶
ヲ

未
タレ

尽
。
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﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
六
四
〇
番
、
二
二
四
一
番
。
雪
玉
集
、
四
五
二
六
番
。
万
松
老
人
従
容
録
、
巻
四
、
第
六
三
則
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
七
夕
の
│
七
夕
や
」（
六
四
〇
番
）。『
万
松
老
人
従
容
録
』「
以
事
論
劫
│
ナ
シ
」「
撫
│
拂
」「
尽
│
窮
」。

﹇
訳
﹈

七
夕

織
姫
が
天
の
羽
衣
で
撫
で
て
も
尽
き
な
い
岩
の
枕
よ
、
一
年
に
一
度
し
か
枕
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
。

楼
炭
経
に
よ
る
と
、
例
を
挙
げ
て
「
劫
」
を
論
じ
よ
う
。
一
辺
が
四
十
里
の
大
石
が
あ
り
、
百
年
に
一
度
だ
け
天
上
界
の
神
々
が

地
上
に
下
り
、
天
の
衣
で
撫
で
て
石
は
無
く
な
っ
て
も
、
劫
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈「
岩
枕
」
は
石
を
枕
に
す
る
こ
と
。『
万
松
老
人
従
容
録
』
は
南
宋
末
の
一
二
二
三
年
に
万
松
行
秀
が
編
集
し
た
仏
教
書
。「
従
容

録
」
の
名
称
は
、
編
者
が
住
ん
で
い
た
従
容
庵
に
由
来
す
る
。
曹
洞
宗
の
禅
師
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
宗
派
で
重
視
さ
れ
た
。

﹇
参
考
﹈「
君
が
世
は
天
の
羽
衣
ま
れ
に
き
て
撫
づ
と
も
尽
き
ぬ
巌
な
ら
な
ん
」（
拾
遺
和
歌
集
、
五
、
賀
、
二
九
九
番
、
よ
み
人
知
ら

ず
）。

（
呉
慧
敏
）

七
夕
扇

１５８
か
す
と
て
も
秋
の
あ
ふ
き
の
色
は
い
さ
七
夕
つ
め
や
心
を
か
ま
し

朗
詠
集
。
尊
敬
。
斑
―

女
カ

閨
ノ―

中
秋
ノ

扇
ノ

色
。

東
屋
巻
云
、
さ
る
は
、
扇
の
色
も
心
を
き
つ
へ
き
閨
の
い
に
し
へ
を
は
、
ひ
と
へ
に
め
て
き
こ
ゆ
る
そ
、
を
く
れ
た
る
な
め
る
か

し
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
八
五
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
冬
、
雪
、
三
〇
八
番
。
源
氏
物
語
、
東
屋
巻
、
一
〇
一
頁
。

『
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
漢
朗
詠
集
』「
斑
│
班
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
ね
や
の
い
に
し
へ
を
は
│
ね
や
の
い
に
し
へ
を

ば
し
ら
ね
ば
」。

﹇
訳
﹈

七
夕
の
扇

貸
す
と
し
て
も
、
秋
の
扇
は
白
色
だ
か
ら
、
さ
あ
ど
う
だ
か
、
織
姫
は
（
借
り
る
の
を
）
遠
慮
す
る
だ
ろ
う
か
。

和
漢
朗
詠
集
。
橘
在
列
。
班
婕
妤
の
寝
室
に
、
秋
に
な
り
（
無
用
の
も
の
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
）
扇
の
色
。

東
屋
の
巻
に
よ
る
と
、
実
は
扇
の
色
に
も
心
を
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
閨
の
故
事
を
（
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
）、
ひ
た
す
ら
お

ほ
め
す
る
の
は
愚
か
で
あ
ろ
う
よ
。

﹇
考
察
﹈『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
「
班
女
閨
中
秋
扇
色
。
楚
王
台
上
夜
琴
声
」
と
あ
り
、
第
一
句
は
漢
の
成
帝
の
愛
妃
班
婕
妤
が
趙
飛
燕
に

帝
寵
を
奪
わ
れ
、
我
が
身
を
、
夏
の
白
い
扇
が
秋
に
な
る
と
捨
て
ら
れ
る
の
に
譬
え
た
故
事
に
よ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
場
面
は
九
月

で
、
浮
舟
は
季
節
に
合
わ
な
い
夏
の
「
白
き
扇
」
を
持
ち
、
薫
は
琴
を
押
し
や
り
「
楚
王
の
台
の
上
の
夜
の
琴
の
声
」
を
吟
じ
て
か

ら
、
縁
起
で
も
な
い
第
一
句
を
踏
ま
え
た
表
現
に
気
づ
い
た
が
、
ひ
た
す
ら
薫
の
朗
詠
に
聞
き
惚
れ
る
ば
か
り
で
何
も
気
づ
い
て
い
な

い
浮
舟
を
、
語
り
手
は
批
判
し
て
い
る
。

（
劉
野
）

１５９
す
つ
と
い
ふ
思
ひ
な
く
て
や
七
夕
の
秋
の
あ
ふ
き
も
手
に
な
ら
す
ら
ん

斑
婕
妤
、
詩
句
。
常
ニ―

恐
秋
―

節
ノ

至
テ

凉
―

�
奪
二

炎
熱
ヲ一

、
棄
二

捐
セ
ラ
レ
テ

篋
笥
ノ

中
ニ一

恩
―

情
中
―

道
ニ

絶
ン
コ
ト
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
九
六
三
番
。
文
選
、
楽
府
上
、
四
七
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
文
選
』「
斑
│
班
」「
凉
�
│
涼

風
」。
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﹇
訳
﹈

（
七
夕
の
扇
）

捨
て
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ず
に
、
織
姫
は
秋
の
扇
も
手
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

斑
婕
妤
の
詩
句
。
い
つ
も
心
配
し
て
い
る
の
は
、
秋
の
季
節
が
訪
れ
、
涼
風
が
夏
の
暑
さ
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
と
、（
扇
が
）

箱
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
る
よ
う
に
、（
君
の
）
恩
情
も
中
途
で
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

（
劉
野
）

叢
露

１６０
色
草
を
尽
し
て
に
ほ
ふ
ま
せ
の
う
ち
の
花
に
は
露
も
置
ま
よ
ふ
ら
む

野
分
巻
云
、
中
宮
の
お
ま
へ
に
、
秋
の
花
を
う
へ
さ
せ
給
へ
る
こ
と
、
つ
ね
の
年
よ
り
も
見
所
お
ほ
く
、
色
草
を
尽
し
て
、
よ
し

有
く
ろ
木
あ
か
木
の
ま
せ
を
ゆ
ひ
ま
せ
つ
ゝ
、
お
な
し
き
花
の
枝
さ
し
姿
、
朝
露
の
光
も
世
の
つ
ね
な
ら
す
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
四
六
番
。
源
氏
物
語
、
野
分
巻
、
二
六
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』「
朝
露
の
光
も
│
あ
さ
夕
露
の
ひ
か
り
も
」。『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

草
む
ら
の
露

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
草
花
を
集
め
て
咲
き
に
お
う
籬
の
内
の
花
に
は
、
露
も
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い
か
迷
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

野
分
の
巻
に
よ
る
と
、
中
宮
の
御
庭
に
は
、
秋
の
花
を
お
植
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
そ
れ
が
今
年
は
例
年
以
上
に
み
ご

ま
せ
が
き

と
な
眺
め
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
草
花
を
集
め
、
趣
向
に
富
ん
だ
黒
木
や
赤
木
の
籬
垣
を
そ
の
間
々
に
結
い
わ
た
し
て
あ
り
、
同

じ
花
で
も
、
枝
ぶ
り
と
い
い
格
好
と
い
い
、
そ
の
上
に
お
く
朝
露
の
光
ま
で
も
、
世
間
で
は
見
ら
れ
な
い
美
し
さ
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
野
分
の
巻
頭
で
、
秋
が
深
ま
り
、
六
条
院
の
秋
好
中
宮
の
庭
園
の
美
景
を
描
写
し
た
場
面
。
当
歌
は
、
あ
ま
り

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）

― ２５８ ―



の
美
し
さ
に
露
も
目
移
り
が
し
て
、
置
き
場
所
を
決
め
か
ね
て
迷
っ
て
い
る
と
詠
む
。

（
大
杉
里
奈
）

原
露

１６１
跡
と
め
て
お
と
ろ
の
道
の
お
く
ま
て
も
露
分
み
は
や
春
日
野
の
原

周
礼
。
左
九
棘
、
公
卿
大
夫
位
シレ

焉
ニ

群
―

士
在
二

其
ノ

後
ニ一

。
右
九
棘
、
公
侯
伯
子
男
位
シレ

焉
ニ

群
―

吏
在
二

其
ノ

後
ニ一

。

拾
芥
抄
。
唐
名
部
曰
、
大
中
納
言
通
用
棘
―

路
。

新
古
今
集
。
俊
成
卿
、
春
日
山
お
と
ろ
の
道
の
埋
れ
水
す
ゑ
た
に
神
の
し
る
し
あ
ら
は
せ

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
四
九
番
。
周
禮
注
疏
。
拾
芥
抄
、
中
。
新
古
今
集
、
巻
第
一
九
、
神
祇
歌
、
一
八
九
八
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
拾
芥
抄
』
ナ
シ
。『
周
礼
注
疏
』「
左
九
棘
公
卿
大
夫
│
左
九
棘
孤
卿
大
夫
」。『
新
古
今
集
』「
春
日
山
│
春

日
野
の
」。

﹇
訳
﹈

原
の
露

春
日
野
の
跡
を
尋
ね
て
、
草
木
の
乱
れ
る
道
の
奥
ま
で
も
、
露
が
置
い
た
草
木
を
押
し
分
け
て
み
た
い
も
の
だ
。（
藤
原
氏
の
先
祖
の

例
に
倣
い
、
公
卿
に
ま
で
出
世
し
た
い
も
の
だ
。）

周
礼
。
左
側
（
東
）
に
は
九
本
の
棘
木
が
植
え
て
あ
る
。
こ
の
場
所
は
公
卿
大
夫
の
位
置
で
あ
り
、
群
士
（
上
中
下
士
）
が
彼
ら

の
後
方
に
居
る
。
右
側
（
西
）
に
は
九
本
の
棘
木
が
植
え
て
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
公
侯
伯
子
男
の
位
置
で
あ
り
、
鄕
遂
都
鄙
公

邑
の
官
吏
が
彼
ら
の
後
方
に
居
る
。

拾
芥
抄
。
唐
名
部
に
よ
る
と
、
大
中
納
言
の
異
称
と
し
て
棘
路
を
用
い
る
。

― ２５９ ―
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新
古
今
集
。
俊
成
卿
。
春
日
野
の
草
木
に
乱
れ
る
道
の
埋
れ
水
の
よ
う
に
、
私
は
一
族
の
公
卿
の
中
で
埋
れ
て
い
る
。
せ
め
て
子

孫
に
だ
け
で
も
、
春
日
の
神
の
ご
加
護
の
験
を
現
わ
し
て
ほ
し
い
。

と
う
い
ん
き
ん
か
た

﹇
考
察
﹈『
周
礼
』
は
十
三
経
の
一
つ
で
、『
儀
礼
』『
礼
記
』
と
並
ぶ
三
礼
の
一
つ
。『
拾
芥
抄
』
は
南
北
朝
初
期
に
洞
院
公
賢
が
編
纂
し

き
う
け
い

た
有
職
故
実
の
事
典
。「
お
ど
ろ
の
道
」
に
は
草
木
が
乱
れ
茂
る
道
の
ほ
か
、
中
国
で
「
九
卿
」（
九
人
の
大
臣
）
を
「
棘
路
」
と
言
う

こ
と
か
ら
公
卿
も
意
味
す
る
。「
春
日
野
」
に
は
藤
原
氏
の
氏
神
を
祭
る
春
日
神
社
が
あ
り
、
藤
原
氏
を
示
す
。
ち
な
み
に
三
条
西
実

隆
は
内
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
た
。

（
大
杉
里
奈
）

愛
萩

１６２
も
ろ
く
ち
る
露
を
か
な
し
む
心
を
も
花
に
わ
す
る
ゝ
萩
の
し
た
風

古
今
の
序
の
詞
、
ま
へ
に
し
る
し
侍
る
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
〇
二
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
一
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

萩
を
愛
で
る

萩
の
下
を
吹
く
風
で
、
は
か
な
く
散
る
露
を
悲
し
く
愛
お
し
く
思
う
気
持
も
、
萩
の
花
を
見
る
と
自
然
に
忘
れ
ら
れ
る
な
あ
。

古
今
集
序
の
文
章
、
前
述
し
て
い
ま
す
。（
１１３
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
一
節
「
花
を
め
て
（
中
略
）
露
を
か
な
し
む
」
を
踏
ま
え
る
。

（
平
石
岳
）

翫
秋
花

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）
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１６３
う
へ
た
て
し
其
世
は
さ
そ
と
秋
の
花
野
の
宮
人
の
跡
も
な
つ
か
し

野
宮
歌
合
。
順
判
云
、
お
ま
へ
の
庭
の
面
に
、
薄
、
萩
、
ら
に
、
し
を
に
、
草
の
か
う
、
を
み
な
へ
し
、
苅
萱
、
な
て
し
こ
、
小

萩
な
と
、
う
へ
さ
せ
た
ま
ふ
。
松
む
し
、
す
ゝ
虫
を
、
は
な
た
せ
た
ま
ふ
。
人
�
�
に
、
や
か
て
其
物
に
つ
け
て
、
歌
を
奉
ら
せ

た
ま
ふ
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
三
六
番
。
野
宮
歌
合
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
版
『
歌
仙
家
集
』
所
収
『
源
順
集
』
巻
一
〇
「
順
判
云
│
ナ
シ
」。

﹇
訳
﹈

秋
の
花
を
愛
で
る

秋
の
花
を
植
え
つ
け
た
当
時
は
、
さ
ぞ
や
（
美
し
か
っ
た
だ
ろ
う
）
と
、
野
宮
に
住
ん
で
い
た
宮
人
の
痕
跡
も
な
つ
か
し
く
思
わ
れ
る

な
あ
。

く
さ
の
か
う

野
宮
歌
合
に
お
い
て
、
判
者
源
順
が
云
う
に
は
、（
規
子
内
親
王
は
）
お
住
ま
い
の
庭
に
、
薄
、
萩
、
蘭
、
紫
苑
、
芸
、
女
郎

花
、
苅
萱
、
撫
子
、
小
萩
な
ど
を
植
え
さ
せ
な
さ
っ
た
。
松
虫
、
鈴
虫
を
放
た
せ
な
さ
っ
た
。（
そ
の
庭
に
集
ま
っ
た
男
女
）
各

人
に
、
さ
っ
そ
く
そ
の
庭
に
あ
る
草
花
や
昆
虫
に
つ
い
て
、
歌
を
献
上
さ
せ
な
さ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
野
宮
歌
合
は
、
規
子
内
親
王
が
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
に
催
し
た
前
栽
歌
合
。「
女
四
宮
歌
合
」「
斎
宮
歌
合
」「
規
子
内
親
王
前

栽
歌
合
」
と
も
称
さ
れ
、
源
順
が
判
者
を
務
め
た
。
当
歌
は
そ
の
歌
合
に
思
い
を
馳
せ
た
も
の
。「
野
の
宮
人
」
に
「
野
の
宮
」
と

「
宮
人
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈『
三
玉
挑
事
抄
』
巻
末
の
「
引
用
書
目
」
に
は
「
野
宮
歌
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
順
判
云
」
と
あ
る
が
、「
お
ま
へ
の
庭
の
」

以
下
の
文
章
は
、
源
順
門
下
の
源
為
憲
に
よ
る
も
の
。
な
お
２４７
番
歌
の
注
釈
本
文
に
、「
順
家
集
云
、
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
の
九
月
、

― ２６１ ―
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斎
宮
、
野
宮
に
前
栽
う
へ
て
、
ま
た
よ
む
。」
と
あ
る
。

（
平
石
岳
）

秋
蘭
已
含
露

１６４
藤
は
か
ま
ほ
こ
ろ
ひ
て
こ
そ
紫
の
色
に
く
た
く
る
露
も
見
え
け
れ

朗
詠
集
。
菅
三
品
。
蘭
―

惠
―

菀
ノ

嵐
ハ

摧
クレ

紫
ヲ

後
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
八
三
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
菊
、
二
七
一
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

す
で

﹇
訳
﹈

秋
の
蘭
は
已
に
露
を
含
む

藤
色
の
袴
の
縫
い
目
が
ほ
ど
け
る
と
、
衣
の
紫
色
の
露
の
部
分
が
見
え
る
が
、
藤
袴
（
蘭
）
の
花
が
咲
い
て
嵐
で
う
ち
く
だ
か
れ
る

と
、
紫
色
に
染
ま
っ
た
露
が
見
え
る
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
。
菅
原
文
時
。
蘭
や
惠
が
植
え
ら
れ
て
い
る
香
草
園
に
、
秋
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
紫
の
花
々
が
う
ち
く
だ
か
れ
て
し

ま
っ
た
後
に
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
藤
は
か
ま
」
に
藤
色
の
袴
と
藤
袴
（
蘭
）、「
ほ
こ
ろ
ひ
」
に
き
も
の
の
縫
い
目
が
ほ
ど
け
る
こ
と
と
花
の
つ
ぼ
み
が

開
く
こ
と
、「
露
」
に
衣
装
の
露
（
袖
く
く
り
の
紐
の
垂
れ
下
が
っ
た
部
分
）
と
水
の
露
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掛
け
る
。

（
平
石
岳
）

蘭
薫
風

１６５
秋
の
か
せ
匂
ひ
は
を
く
れ
藤
は
か
ま
し
け
き
を
破
る
名
に
は
た
つ
と
も

本
朝
文
粋
。
前
中
書
王
、
菟
―

裘
ノ

賦
。
叢
―

蘭
豈
ニ

不
ン
ヤ
レ

芳
乎
、
秋
―

風
吹
テ

而
先
―ツ

敗
ル

云
云
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
六
八
八
番
。
本
朝
文
粋
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）、
巻
第
一
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
蘭
、
二
八
七
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
本
朝
文
粋
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

蘭
の
薫
風

秋
風
よ
、
蘭
の
花
の
香
り
は
運
ん
で
お
く
れ
。
群
生
す
る
蘭
を
打
ち
砕
く
と
い
う
評
判
は
立
っ
て
も
。

本
朝
文
粋
。
兼
明
親
王
、
菟
裘
賦
。
群
生
す
る
蘭
は
、
ど
う
し
て
香
わ
し
く
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
秋
風
が
吹
く

と
、
真
っ
先
に
う
ち
く
だ
か
れ
て
（
香
り
を
失
っ
て
）
し
ま
う
も
の
な
の
だ
云
々
。

﹇
参
考
﹈『
国
史
大
系
』
の
底
本
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
版
。
兼
明
親
王
は
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
、
詩
文
に
優
れ
た
。
賜
姓
源
氏
で
、

左
大
臣
に
出
世
し
た
が
、
藤
原
兼
通
ら
に
よ
っ
て
皇
族
に
戻
さ
れ
、
政
権
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
本
作
品
は
そ
の
時
の
思
い
を
述
べ
た

も
の
。「
菟
裘
」
は
魯
の
国
で
、
隠
公
が
隠
棲
し
た
と
さ
れ
る
地
名
。

（
廣
瀬
薫
）

槿
一
日
栄

柏
１６６
霜
の
ゝ
ち
は
る
か
に
い
は
ん
松
の
色
も
お
も
へ
は
け
ふ
の
露
の
朝
か
ほ

朗
詠
集
。
松
―

樹
千
―

年
終
―ニ

是
レ―

朽
ヌ

、
槿
―

花
一
―

日
自
ラ

為
レ

栄
ヲ

。

又
、
順
詩
。
十
八
公
ノ

栄
ハ

霜
―ノ

後
ニ

露
ハ
レ

、
一
―

千
―

年
ノ

色
ハ

雪
―ノ

中
ニ

深
シ

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
七
〇
二
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
槿
、
二
九
一
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
松
、
四
二
五
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

朝
顔
の
一
日
の
栄
え

― ２６３ ―
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霜
が
降
り
た
後
、
遥
か
千
年
の
緑
を
表
わ
す
松
の
色
も
、
考
え
て
み
れ
ば
今
日
、
露
が
置
い
た
朝
顔
（
と
同
じ
）
だ
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
。
松
は
千
年
の
長
寿
だ
が
、
つ
い
に
は
枯
れ
果
て
る
時
が
来
る
。（
そ
れ
に
対
し
て
）
槿
の
花
は
一
日
の
命
だ
が
、

花
開
い
て
、
自
ら
満
足
し
楽
し
ん
で
い
る
。

ま
た
、
源
順
の
詩
。
い
か
な
る
環
境
に
も
め
げ
な
い
松
の
貞
節
の
誉
れ
は
、
霜
の
後
に
初
め
て
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
見
え
、
そ

の
千
年
の
緑
は
雪
の
中
で
い
っ
そ
う
濃
く
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
順
詩
の
「
十
八
公
」
は
「
松
」
の
字
を
分
解
し
た
も
の
。
当
歌
は
寿
命
が
千
年
で
も
一
年
で
も
、
自
ら
の
分
に
安
ん
じ
た
生
き

方
で
あ
れ
ば
同
じ
こ
と
だ
と
詠
む
。

（
廣
瀬
薫
）

女
郎
花

１６７
な
に
し
お
は
ゝ
お
ら
て
そ
あ
る
へ
き
女
郎
花
い
は
す
は
人
の
色
を
か
へ
よ
と

論
語
、
学
而
篇
。
賢
ト
シ
テ

レ

賢
ヲ

易
ヘ
ヨ
レ

色
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
九
三
番
。
論
語
、
学
而
第
一
、
二
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
論
語
』
ナ
シ
。

お
み
な
え
し

﹇
訳
﹈

女
郎
花

（『
論
語
』
に
）「
賢
者
に
は
顔
色
を
変
易
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
女
を
意
味
す
る
女
郎
花
を
折
ら
な
い
で
い
ら
れ
よ
う

か
。

論
語
、
学
而
篇
。
賢
者
を
尊
み
、（
賢
者
に
対
し
て
は
）
顔
色
を
改
め
て
礼
遇
し
な
さ
い
。

か

か

﹇
考
察
﹈『
論
語
』
の
「
易
色
」
に
は
様
々
な
解
釈
が
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
訓
「
色
を
易
ふ
」
に
従
っ
て
訳
し
た
。
ち
な
み
に
「
色
に
易
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ふ
」
と
読
む
と
、
賢
者
を
重
ん
じ
る
心
を
、
女
色
を
好
む
心
と
取
り
替
え
る
、
と
訳
せ
る
。

わ
れ

﹇
参
考
﹈「
名
に
め
で
て
折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花
我
お
ち
に
き
と
人
に
語
る
な
」（
古
今
集
、
巻
四
、
秋
上
、
二
二
六
番
、
題
知
ら
ず
、

僧
正
遍
照
）。

（
廣
瀬
薫
）

夕
薄

柏
１６８
ま
ね
き
て
や
入
日
を
か
へ
す
袖
な
ら
し
尾
花
に
遠
き
夕
く
れ
の
色

淮
南
子
、
出
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
六
九
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

夕
暮
れ
の
薄

（
夕
日
を
）
招
い
て
沈
む
日
を
戻
す
袖
だ
ろ
う
か
。（
袖
に
見
え
る
）
薄
の
穂
の
遥
か
遠
く
に
夕
暮
れ
の
色
（
が
見
え
る
）。

淮
南
子
。
春
の
部
に
出
る
。（
８５
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
８５
番
歌
に
引
く
『
淮
南
子
』
は
、
暮
れ
て
ゆ
く
日
を
戈
で
招
き
よ
せ
た
話
。
当
歌
は
風
に
揺
れ
る
薄
の
穂
が
、
ま
る
で
夕
日
を

招
い
て
戻
す
袖
に
見
え
た
、
と
詠
む
。
薄
の
穂
が
袖
に
見
え
る
と
い
う
発
想
は
、「
秋
の
野
の
草
の
袂
か
花
す
す
き
穂
に
い
で
て
招
く

袖
と
見
ゆ
ら
む
」（
古
今
集
、
巻
四
、
秋
上
、
二
四
三
番
、
在
原
棟
梁
）
等
に
見
え
る
。

（
加
藤
森
平
）

古
砌
薄

１６９
花
す
ゝ
き
う
へ
し
や
い
つ
の
な
き
玉
を
ま
ね
く
袖
と
も
の
こ
る
の
へ
か
な
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楚
辞
註
曰
、
招
―

魂
ハ

者
宋
―

玉
之
所
レ

作
也
。
古
ハ

者
人
死
ス
ル
時
ハ

則
使
レ

人
ヲ

以
二

其
ノ

上
―

服
ヲ一

升
レ

屋
ニ

履
レ

危
ヲ

北
―

面
シ
テ

号
ツ
テ
―

曰
「
皐
某

復
」、
遂
ニ

以
二

其
ノ

衣
一

三
招
レ

之
ヲ

乃
―

下
テ

以
テ

覆
フレ

尸
ヲ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
八
八
四
番
。
古
今
事
文
類
聚
、
後
集
、
巻
二
〇
、
魂
魄
、
招
魂
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
刻
古
今
事
文
類
聚

後
集
』「
楚
辞
註
曰
│
朱
氏
曰
」「
則
使
人
以
其
上
服
│
則
以
其
上
服
」「
北

面
│
北
面
而
」。

い
に
し
え

﹇
訳
﹈

古
の
頃
の
薄

花
薄
を
植
え
た
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
死
者
の
魂
を
招
く
袖
か
の
よ
う
に
（
薄
が
）
残
っ
て
い
る
野
原
だ
な
あ
。

楚
辞
の
注
に
よ
る
と
、「
招
魂
」
は
宋
玉
の
作
品
で
あ
る
。
昔
、
人
が
死
ん
だ
時
は
、
そ
の
人
の
服
を
持
っ
て
建
物
に
上
ら
せ
、

屋
根
の
棟
木
を
踏
み
、
北
に
向
か
っ
て
、「
あ
あ
、
誰
そ
れ
返
れ
」
と
叫
び
、
そ
れ
か
ら
そ
の
衣
で
魂
を
三
度
招
き
、
屋
根
か
ら

下
り
て
（
そ
の
衣
で
）
屍
を
覆
う
云
々
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
本
文
は
『
楚
辞
』
に
収
め
ら
れ
た
宋
玉
作
「
招
魂
」
に
関
す
る
注
釈
。
招
魂
は
死
者
の
魂
を
招
き
弔
う
こ
と
。
衣
で
魂

を
招
く
こ
と
か
ら
、
当
歌
は
薄
を
袖
に
見
立
て
て
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
楚
辞
註
と
あ
る
が
『
楚
辞
章
句
』『
楚
辞
補
註
』『
楚
辞
集
註
』
に
は
同
文
が
見
ら
れ
な
い
。

（
加
藤
森
平
）

薄
似
袖

１７０
涼
し
さ
を
ま
ね
く
玉
を
も
つ
ゝ
み
も
つ
袖
や
尾
花
か
露
の
秋
か
せ

王
子
年
、
拾
遺
記
第
四
曰
、
昔
黄
帝
時
、
露
成
子
遊
寒
山
之
嶺
、
得
黒
蚌
在
高
崖
之
上
。
故
知
黒
蚌
能
飛
矣
。
至
燕
昭
王
時
、
有
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国
献
於
昭
王
、
王
取
瑶
漳
之
水
、
洗
其
沙
泥
。
乃
嗟
嘆
曰
、「
自
懸
日
月
以
来
、
見
黒
蚌
生
珠
、
已
八
九
十
、
遇
此
蚌
千
歳
一
生

珠
也
」。
珠
漸
軽
、
昭
王
常
懐
此
珠
、
当
隆
暑
之
月
、
體
自
軽
涼
、
号
曰
銷
暑
招
涼
之
珠
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
五
五
番
。
拾
遺
記
、
巻
四
（『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
第
十
集
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
拾
遺
記
』「
露
成
子
│
霧
成
子
」「
珠
漸
軽
│
珠
漸
軽
細
」。

﹇
訳
﹈

薄
が
袖
に
似
る

涼
し
さ
を
招
く
と
い
う
真
珠
を
も
包
み
持
つ
袖
だ
ろ
う
か
。（
袖
の
よ
う
に
見
え
る
）
薄
の
穂
の
露
に
秋
風
が
吹
い
て
い
る
。

王
子
年
の
拾
遺
記
第
四
巻
に
よ
る
と
、
昔
黄
帝
の
時
代
に
露
成
子
が
寒
山
の
嶺
に
行
き
、
カ
ラ
ス
貝
が
高
い
崖
の
上
に
あ
る
の
をた

ま

見
つ
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
カ
ラ
ス
貝
が
飛
べ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
燕
の
昭
王
の
時
代
に
な
り
、
あ
る
国
が
昭
王
に
献
じ
た
。
王
は
瑶

を
漳
河
の
水
に
つ
け
、
そ
の
泥
を
洗
っ
た
。
そ
し
て
感
嘆
し
て
、「
長
年
か
け
て
カ
ラ
ス
貝
の
珠
を
八
、
九
十
は
見
た
が
、
こ
れ

た
ま

は
千
年
に
一
度
の
珠
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
珠
は
軽
く
、
昭
王
は
常
に
こ
の
珠
を
懐
に
入
れ
て
暑
い
と
き
に
体
を
涼
め
て
、「
銷

暑
招
涼
の
珠
」
と
名
付
け
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
「
涼
し
さ
を
ま
ね
く
玉
」
は
、
昭
王
が
懐
に
入
れ
て
涼
を
と
っ
た
カ
ラ
ス
貝
の
真
珠
の
こ
と
。
玉
を
包
む
袖
か
ら
薄
を

連
想
し
て
、
薄
の
穂
に
置
く
露
を
真
珠
に
見
立
て
て
い
る
。

（
加
藤
森
平
）

秋
草

１７１
雪
玉
十
巻
百
首
歌
中
、
於
南
京
春
日
被
詠
之
云
々

此
こ
ろ
の
都
の
秋
よ
あ
は
れ
い
か
に
あ
は
ま
く
野
へ
の
お
ほ
く
成
行

チ
ハ
ヤ
フ
ル

シ

ナ
カ
リ

セ

ハ

ノ

ノ

ヘ

ニ
ア
ハ
マ
カ
マ
シ

ヲ

万
葉
集
、
巻
三
。
報
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
歌
一
首
、
娘
子
。
千
磐
破
神
ノ

之
社
四
無
有
世
伐
春
日
之
野
辺
尓
粟
種
益
乎
。
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―

―

王
―

風
、
黍
―

離
ノ

詩
曰
、
彼
黍
離
―

タ々
リ

、
彼
稷
ノ

苗
ア
リ

云
云
。
註
曰
、
周
既
東
―

遷
シ
テ

、
大
夫
行
レ

役
ニ

、
至
二

于
宗
周
一

。
過
レ
ハ
二

故
ノ

宗

廟
宮
室
ヲ一

、
尽
為
二

禾
黍
ト一

。
閔
周
室
之
顛
覆
�
―

徨
ト
シ
テ

不
レ

忍
レ

去
ニ

。
故
賦
三

其
所
レ

見
、
黍
之
離
―

タ々
ル
ト

、
与
二

稷
之
苗
一

云
云
。
此

歌
、
も
し
黍
離
詩
の
ふ
る
事
に
て
侍
ら
は
「
此
頃
の
都
の
秋
」
は
南
都
の
事
に
侍
る
へ
し
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
二
四
番
。
万
葉
集
、
巻
三
、
四
○
四
番
。
詩
経
、
王
風
、
黍
離
、
一
八
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
秋
草
│
草
」。『
万
葉
集
』「
報
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
歌
一
首
娘
子
│
娘
子
報
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
贈
歌
一
首
」。

『
詩
経
集
註
』「
彼
稷
苗
│
彼
稷
之
苗
」。

﹇
訳
﹈

秋
の
草

近
ご
ろ
の
都
の
秋
よ
、
あ
あ
、
ど
れ
ほ
ど
粟
を
ま
く
野
原
が
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
よ
。

万
葉
集
、
巻
三
。
娘
子
が
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
の
歌
に
答
え
た
一
首
。
神
の
社
さ
え
な
け
れ
ば
、
春
日
の
野
原
に
粟
を
蒔
く
の
に
。

詩
経
の
王
風
、
黍
離
の
詩
に
よ
る
と
、
あ
そ
こ
の
キ
ビ
は
垂
れ
下
が
り
、
あ
そ
こ
の
コ
キ
ビ
は
苗
を
出
す
云
々
。
註
に
よ
る
と
、

周
は
既
に
洛
邑
に
都
を
遷
し
て
い
て
、
大
夫
が
役
目
の
た
め
に
西
周
に
行
き
、
か
つ
て
の
都
が
置
か
れ
て
い
た
地
に
至
っ
た
。
西

周
の
宗
廟
や
宮
殿
を
過
ぎ
る
と
、
そ
こ
に
は
悉
く
粟
や
キ
ビ
が
生
い
茂
っ
て
い
た
。
西
周
が
倒
さ
れ
さ
迷
っ
た
こ
と
が
思
わ
れ

て
、
そ
の
場
を
去
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
賦
は
そ
の
所
を
見
て
、「
あ
そ
こ
の
キ
ビ
は
垂
れ
下
が
り
、
あ
そ
こ
の
コ

キ
ビ
は
苗
を
出
す
」
と
詠
ん
だ
と
云
々
。
こ
の
歌
が
も
し
、
黍
離
詩
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
な
ら
ば
、（
当
歌
の
）「
こ
の
頃

の
都
の
秋
」
の
「
都
」
は
南
都
（
奈
良
）
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

﹇
考
察
﹈『
万
葉
集
』
の
「
神
の
社
」
は
相
手
の
妻
を
暗
示
し
、「
粟
蒔
く
」
に
「
逢
は
ま
く
」
を
掛
け
る
。『
詩
経
』
に
注
さ
れ
た
周
は
初

め
洛
陽
（
西
都
）
を
都
と
定
め
た
が
、
後
に
洛
邑
（
東
都
）
に
遷
都
し
た
。
こ
れ
を
「
周
の
東
遷
」
と
言
い
、
そ
れ
以
前
を
西
周
、
そ
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れ
以
後
を
東
周
と
呼
ぶ
。
黍
離
の
詩
は
、
西
周
の
宗
廟
や
宮
室
が
荒
れ
果
て
、
キ
ビ
が
生
い
茂
っ
て
い
る
風
景
を
見
た
嘆
き
を
詠
ん
だ

も
の
。
当
歌
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
旧
都
の
秋
に
思
い
を
寄
せ
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
詩
経
集
註
』
は
朱
熹
の
『
集
伝
』
を
基
に
、
江
戸
前
期
の
儒
学
者
で
あ
る
松
永
昌
易
が
評
註
を
付
け
た
も
の
。
寛
政
三
年
（
一

七
九
一
）
版
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
の
再
刻
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
使
用
。

（
風
岡
む
つ
み
）

虫

１７２
い
と
は
す
や
わ
ひ
は
つ
る
身
を
秋
の
虫
の
さ
せ
る
ふ
し
な
く
の
こ
る
命
は

後
拾
遺
集
序
。
其
ほ
か
の
歌
、
秋
の
虫
の
さ
せ
る
ふ
し
な
く
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
〇
六
番
。
後
拾
遺
集
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
後
拾
遺
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

虫

い
や
に
思
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
悩
み
つ
く
し
た
身
を
。
秋
の
虫
の
「
さ
せ
」（
き
り
ぎ
り
す
）
で
は
な
い
が
、「
さ
せ
る
」（
た
い
し

た
）
こ
と
も
な
く
生
き
残
っ
て
い
る
命
は
。

後
拾
遺
集
序
。（
三
代
集
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
）
そ
の
ほ
か
の
歌
は
、
秋
の
虫
の
「
さ
せ
」（
き
り
ぎ
り
す
）
で
は
な
い
が
、「
さ

せ
る
」（
た
い
し
た
）
見
ど
こ
ろ
も
な
く
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
き
り
ぎ
り
す
」
は
「
つ
づ
り
さ
せ
」（
綴
り
刺
せ
）
と
鳴
く
こ
と
か
ら
、「
さ
せ
」
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
異
名
。「
さ
せ
る
」

（
た
い
し
た
、
と
い
う
意
味
）
に
「
さ
せ
」
を
掛
け
る
。
当
歌
は
、
悩
み
苦
し
み
生
き
る
気
も
し
な
い
の
に
、
生
き
長
ら
え
て
い
る
の

は
、
命
が
わ
が
身
を
い
や
に
思
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
詠
む
。

― ２６９ ―
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ほ
こ
ろ

﹇
参
考
﹈「
秋
風
に
綻
び
ぬ
ら
し
藤
袴
つ
づ
り
さ
せ
て
ふ
き
り
ぎ
り
す
鳴
く
」（
古
今
集
、
巻
一
九
、
雑
躰
、
一
〇
二
〇
、
在
原
棟
梁
）。

（
劉
野
）

早
蛩
鳴
復
歇

１７３
ほ
の
か
な
る
初
秋
か
せ
の
き
り
�
�
す
ま
た
ゆ
か
遠
き
声
も
め
つ
ら
し

詩
、
七
月
篇
。
七
月
在
レ

野
ニ

、
八
月
在
レ

宇
ニ

、
九
月
在
レ

戸
ニ

、
十
月
蟋
蟀
入
二

我
カ

牀
ノ―

下
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
七
五
番
。
詩
経
（
中
）、
国
風
、
豳
風
、
一
一
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
詩
経
』
ナ
シ
。

き
り
ぎ
り
す

﹇
訳
﹈

早
く
も
蛩
が
鳴
き
、
ま
た
止
む

か
す
か
に
初
秋
の
風
の
中
で
蟋
蟀
の
鳴
き
声
が
、
ま
だ
寝
床
か
ら
遠
く
聞
こ
え
る
の
も
珍
し
い
。

詩
経
、
七
月
篇
。
七
月
は
野
に
い
て
、
八
月
は
軒
下
に
い
て
、
九
月
は
家
の
戸
口
に
い
て
、
十
月
に
な
る
と
蟋
蟀
は
、
私
の
寝
床

の
下
に
入
り
こ
む
。

（
劉
野
）

虫
怨

１７４
露
霜
に
恨
る
虫
よ
く
る
ゝ
ま
を
ま
た
ぬ
た
く
ひ
も
あ
れ
は
有
世
に

毛
詩
。
曹
風
、
蜉
蝣
詩
註
云
、
蜉
―

蝣
ハ

渠
―

略
也
。
朝
―ニ

生
シ
テ

暮
ニ

死
ス

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
八
一
一
番
。
詩
経
、
曹
風
、
蜉
蝣
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
十
三
経
注
疏
』「
暮
死
│
夕
死
」。

﹇
訳
﹈

虫
の
恨
み

露
や
霜
を
恨
め
し
く
思
う
虫
よ
、
日
が
暮
れ
る
の
を
待
た
ず
に
死
ぬ
蜉
蝣
の
よ
う
な
た
ぐ
い
も
住
め
ば
住
め
る
世
の
中
な
の
だ
か
ら
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（
恨
め
し
く
思
う
な
よ
）。

毛
詩
。
曹
風
、
蜉
蝣
詩
註
に
よ
る
と
、
蜉
蝣
は
渠
略
（
カ
ゲ
ロ
ウ
）
で
あ
り
、
朝
生
ま
れ
て
夕
死
ぬ
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
露
霜
」
は
秋
の
末
に
露
が
凍
っ
て
霜
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
こ
の
場
合
「
露
霜
」
は
、
虫
た
ち
の
命

か
げ
ろ
う

の
終
わ
り
を
告
げ
る
冬
の
到
来
を
示
す
。
当
歌
は
虫
よ
り
も
短
命
な
蜉
蝣
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
虫
た
ち
を
慰
め
て
詠
ん
だ
も
の
。

蜉
蝣
は
成
虫
の
寿
命
が
数
時
間
か
ら
数
日
と
短
い
た
め
、
は
か
な
い
も
の
に
譬
え
ら
れ
る
。

﹇
参
考
﹈「
か
げ
ろ
ふ
の
夕
べ
を
待
ち
、
夏
の
蝉
の
春
秋
を
知
ら
ぬ
も
あ
る
ぞ
か
し
。」（『
徒
然
草
』
第
七
段
）。

（
呉
慧
敏
）

床
間
虫

１７５
な
け
や
わ
か
ゆ
か
を
ゆ
つ
ら
ん
蛩
身
は
露
の
ま
の
夢
も
た
の
ま
す

詩
経
、
見
右
。

蛍
巻
云
、
ゆ
か
を
は
ゆ
つ
り
き
こ
え
た
ま
ふ
て
、
御
木
丁
ひ
き
隔
て
お
ほ
と
の
こ
も
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
六
六
番
。
源
氏
物
語
、
蛍
巻
、
二
〇
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
湖
月
抄
』『
承
応
』「
隔
て
│
隔
て
ゝ
」。

﹇
訳
﹈

寝
床
に
い
る
虫

鳴
き
な
さ
い
。
私
の
寝
床
を
譲
ろ
う
。
蟋
蟀
は
ほ
ん
の
短
い
間
の
夢
も
あ
て
に
で
き
（
ず
生
き
て
い
ら
れ
）
な
い
の
だ
か
ら
。

詩
経
は
前
掲
。（
１７３
・
１７４
番
歌
、
参
照
）

蛍
巻
に
よ
る
と
、（
花
散
里
は
光
源
氏
に
）
御
帳
台
を
お
譲
り
な
さ
っ
て
、
御
几
帳
を
間
に
隔
て
て
お
休
み
に
な
る
云
々
。

― ２７１ ―
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﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
と
の
共
寝
な
ど
自
分
に
は
不
似
合
い
だ
と
あ
き
ら
め
た
花
散
里
が
、
自
分
の
寝
所
を
源
氏
に
譲
る
場

面
。
当
歌
は
短
命
な
虫
を
愛
し
く
思
い
、
自
分
の
寝
床
を
譲
っ
て
思
う
存
分
に
鳴
か
せ
た
い
気
持
ち
を
詠
む
。

（
呉
慧
敏
）

秋
夕
雲

柏
１７６
我
の
み
や
心
を
つ
け
て
心
な
き
雲
も
か
な
し
き
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

帰
去
来
辞
、
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
七
八
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
夕
雲

私
だ
け
が
関
心
を
寄
せ
て
、
無
心
で
あ
る
（
は
ず
の
）
雲
ま
で
も
悲
し
く
見
え
る
秋
の
夕
暮
れ
で
あ
ろ
う
か
。

帰
去
来
辞
。
春
の
部
に
掲
出
。（
４８
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
雲
は
無
心
に
峰
か
ら
わ
き
起
こ
る
」（『
帰
去
来
辞
』）
を
踏
ま
え
て
、
無
心
の
雲
を
見
て
も
悲
し
い
と
詠
む
。

（
大
杉
里
奈
）

秋
夕
傷
心

同
１７７
蝉
の
声
に
き
け
は
鳴
よ
る
蛩
人
に
お
も
ひ
の
夕
を
も
し
れ

き
け
は

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
秋
夕
傷
心
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
き
け
は
│
汝
も
」。

﹇
訳
﹈

秋
夕
の
傷
心

き
り
ぎ
り
す

蝉
の
声
を
聞
く
と
近
寄
り
（
互
い
に
）
鳴
き
あ
う
蟋
蟀
よ
、
人
に
物
思
い
を
さ
せ
る
秋
の
夕
暮
れ
も
知
っ
て
ほ
し
い
。
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﹇
考
察
﹈
注
釈
は
１７８
番
歌
と
同
じ
で
、
夏
の
蝉
と
秋
の
蟋
蟀
が
短
命
を
恨
ん
で
鳴
き
あ
う
、
秋
の
夕
暮
れ
を
詠
ん
だ
『
白
氏
文
集
』。
当
歌

は
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
秋
の
夕
べ
は
虫
だ
け
で
な
く
人
に
も
物
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
虫
に
呼
び
か
け
る
。

（
大
杉
里
奈
）

虫
声
怨

同
１７８
せ
み
の
こ
ゑ
く
る
し
き
よ
り
も
蛩
秋
の
お
も
ひ
の
我
や
ま
さ
れ
る

白
氏
文
集
註
ス二

于
夏
部
蝉
ノ

歌
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
七
三
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
虫
声
怨
│
虫
声
怨
蝉
」「
く
る
し
き
よ
り
も
│
く
る
し
き
よ
り
は
」。

﹇
訳
﹈

虫
の
声
、
恨
め
し

蝉
の
泣
き
声
が
苦
し
そ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
蟋
蟀
よ
、
秋
の
思
い
は
私
の
方
が
増
さ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

白
氏
文
集
、
夏
部
の
蝉
の
歌
に
注
す
。（
１１４
・
１１５
番
歌
参
照
）。

﹇
考
察
﹈
１１５
番
歌
注
釈
の
『
白
氏
文
集
』
で
は
、
蝉
と
蟋
蟀
の
鳴
き
声
が
悲
し
く
聞
こ
え
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、
当
歌
は
虫
よ
り
も
自

分
の
方
が
秋
の
も
の
思
い
に
ふ
け
る
と
詠
む
。

（
大
杉
里
奈
）

故
郷
秋
夕

１７９
夕
露
の
光
や
玉
を
の
こ
す
ら
ん
簾
絶
た
る
や
と
の
秋
か
せ

白
氏
文
集
。
題
二

于
家
―

公
―

主
ノ

旧
―

宅
ニ一

詩
ニ

。
台
―

傾
テ

滑
―

石
猶
ヲ

残
リレ

砌
ニ

、
簾
―

断
テ

真
珠
不
レ

満
レ

鈎
ニ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
一
七
番
。
白
氏
文
集
、
巻
三
一
、
同
諸
客
題
于
家
公
主
旧
宅
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
故
宮
付
破
宅
、
五
三
一
番
。

― ２７３ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
真
珠
│
珍
珠
」「
鈎
│
鉤
」。

﹇
訳
﹈

旧
宅
の
秋
の
夕
べ

夕
陽
の
光
を
受
け
て
照
り
映
え
る
露
は
、
真
珠
の
面
影
を
残
し
て
い
る
よ
う
だ
。
簾
も
無
く
な
っ
た
屋
敷
に
秋
風
が
吹
い
て
い
る
な

あ
。

白
氏
文
集
。
于
家
公
主
の
旧
宅
に
題
し
た
詩
。
屋
敷
の
楼
台
は
傾
い
て
、
よ
く
磨
か
れ
た
礎
石
は
今
な
お
石
畳
の
あ
た
り
に
残
っ

て
い
る
。
真
珠
の
飾
り
を
施
し
た
簾
も
ち
ぎ
れ
て
、
鉤
（
簾
を
巻
く
留
め
金
）
に
掛
か
ら
な
い
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
は
、
唐
代
の
憲
宗
の
娘
で
あ
っ
た
于
家
公
主
の
荒
廃
し
た
旧
宅
を
、
白
居
易
が
訪
れ
、
そ
の
屋
敷
を
題
に
し
て
作

っ
た
七
言
律
詩
の
頚
聯
。
当
歌
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
夕
陽
に
輝
く
露
を
真
珠
に
見
立
て
る
。
歌
題
の
「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」
は
旧
宅

の
意
味
。

（
平
石
岳
）

野
分

碧
玉

１８０
は
か
な
し
や
岩
ほ
も
い
か
ゝ
と
斗
の
野
分
に
お
も
ふ
花
の
千
く
さ
は

野
分
巻
云
、
野
分
、
例
の
年
よ
り
も
お
と
ろ
�
�
し
く
、
空
の
色
か
は
り
て
吹
い
つ
。
花
と
も
の
し
ほ
る
ゝ
を
、
い
と
さ
し
も
思

ひ
し
ま
ぬ
人
た
に
、
あ
な
わ
り
な
と
お
も
ひ
さ
は
か
る
ゝ
を
、
ま
し
て
、
草
む
ら
の
露
の
玉
の
を
、
み
た
る
ゝ
ま
ゝ
に
、
御
心
ま

と
ひ
も
し
ぬ
へ
く
お
ほ
し
た
り
。
又
云
、
か
せ
こ
そ
、
け
に
岩
ほ
も
吹
あ
け
つ
へ
き
物
な
り
け
れ
云
々
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
秋
、
野
分
。
源
氏
物
語
、
野
分
巻
、
二
六
四
頁
、
二
六
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈

野
分

い
わ
お巌も
ど
う
な
る
の
か
（
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
か
）
と
い
う
ぐ
ら
い
の
（
激
し
い
）
野
分
で
、
種
々
の
草
花
は
は
か
な
く
散
る
な
あ

と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
。

野
分
の
巻
に
よ
る
と
、
野
分
が
例
年
よ
り
も
は
げ
し
く
、
空
模
様
も
変
わ
っ
て
吹
き
始
め
た
。（
秋
好
中
宮
が
お
庭
に
植
え
さ
せ

た
）
花
々
が
風
で
し
お
れ
る
の
を
、
そ
れ
ほ
ど
（
秋
の
草
花
に
）
執
着
の
な
い
者
で
さ
え
、
あ
あ
大
変
だ
と
思
っ
て
騒
ぐ
の
だ
か

ら
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、（
中
宮
は
）
草
む
ら
の
露
の
玉
が
乱
れ
散
る
の
を
ご
覧
に
な
る
と
、
た
だ
心
を
痛
め
て
お
い
で
に
な
る
。

ま
た
、
同
じ
巻
に
よ
る
と
、
野
分
の
強
風
は
、
な
る
ほ
ど
巌
を
も
吹
き
上
げ
て
し
ま
う
も
の
だ
っ
た
な
あ
（
と
夕
霧
は
思
う
）

云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
野
分
の
巻
は
、
秋
好
中
宮
の
い
る
六
条
院
に
例
年
に
な
い
激
し
い
野
分
（
台
風
）
が
襲
い
、
秋
の
景
物
の
見
事
さ

で
人
々
の
目
を
奪
っ
て
い
た
中
宮
の
お
庭
を
、
中
宮
を
は
じ
め
各
人
が
心
配
す
る
場
面
。「
又
云
」
以
下
は
、
野
分
に
よ
り
御
簾
が
吹

き
上
げ
ら
れ
、
人
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
厳
重
に
警
戒
さ
れ
て
い
た
紫
の
上
の
姿
を
、
夕
霧
が
垣
間
見
て
、
そ
の
警
戒
の
厳
重
さ
を
巌

に
例
え
た
箇
所
。

（
平
石
岳
）

１８１
雲
ま
よ
ひ
村
雨
す
こ
く
吹
な
し
て
さ
も
さ
は
か
し
き
秋
か
せ
の
こ
ゑ

野
分
巻
。
夕
霧
歌
。
風
さ
は
き
む
ら
雲
ま
よ
ふ
夕
に
も
わ
す
る
ゝ
ま
な
く
わ
す
ら
れ
ぬ
君

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
〇
三
番
。
源
氏
物
語
、
野
分
巻
、
二
八
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
野
分
）

― ２７５ ―
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雲
が
（
強
風
に
）
迷
い
（
乱
れ
動
き
）、
に
わ
か
雨
が
恐
ろ
し
い
音
で
吹
き
荒
れ
て
い
て
、
ま
っ
た
く
穏
や
か
で
な
い
秋
風
の
音
だ
な

あ
。

野
分
の
巻
。
夕
霧
の
歌
。風
が
吹
き
荒
れ
、
む
ら
雲
が
そ
の
風
に
迷
う
夕
べ
で
も
、
片
時
も
な
く
忘
れ
ら
れ
な
い
あ
な
た
で
あ
る
な

あ
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
夕
霧
が
幼
な
じ
み
で
恋
人
の
雲
居
雁
へ
送
っ
た
和
歌
。

（
平
石
岳
）

故
郷
野
分

１８２
ふ
り
の
こ
る
ひ
わ
た
か
は
ら
も
庭
も
せ
に
木
の
は
と
散
て
野
分
吹
空

お
な
し
巻
云
、
お
と
ゝ
の
瓦
さ
へ
、
の
こ
る
ま
し
う
ふ
き
ち
ら
す
に
云
々
。
又
云
、
見
わ
た
せ
は
、
山
の
木
と
も
ゝ
吹
な
ひ
か
し

て
、
枝
と
も
お
ほ
く
お
れ
ふ
し
た
り
。
草
む
ら
は
更
に
も
い
は
す
、
ひ
わ
た
、
か
は
ら
、
所
�
�
の
た
て
し
と
み
、
す
い
か
い
な

と
や
う
の
物
、
み
た
り
か
は
し
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
〇
〇
番
。
源
氏
物
語
、
野
分
巻
、
二
六
八
頁
、
二
七
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
ひ
わ
た
か
は
ら
も
│
ひ
ば
ら
が
は
ら
も
」。『
湖
月
抄
』『
承
応
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

故
郷
の
野
分

古
く
な
っ
て
も
（
屋
根
に
）
残
っ
て
い
た
檜
皮
や
瓦
も
、
庭
も
狭
く
思
う
ほ
ど
、
木
の
葉
の
よ
う
に
（
庭
に
）
散
り
、
野
分
が
吹
き
す

さ
ぶ
空
で
あ
る
な
あ
。

前
の
和
歌
と
同
じ
巻
に
よ
る
と
、
御
殿
の
瓦
ま
で
が
一
枚
残
ら
ず
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
云
々
。
ま
た
同
じ
巻
に
よ
る
と
、
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庭
を
見
渡
す
と
、（
風
は
）
庭
の
築
山
の
木
々
を
も
吹
き
倒
し
て
、
枝
が
多
く
倒
れ
伏
し
て
い
る
。
草
む
ら
の
荒
れ
よ
う
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
屋
根
の
檜
皮
、
瓦
、
あ
ち
こ
ち
の
立
蔀
、
透
垣
な
ど
の
よ
う
な
物
が
雑
然
と
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
野
分
の
風
の
す
さ
ま
じ
さ
と
、
そ
れ
に
よ
り
無
残
に
な
っ
た
六
条
院
の
様
子
を
描
い
た
箇
所
。
異
文
の
「
ひ

ば
ら
が
は
ら
」
の
「
ひ
ば
ら
」
は
、
檜
が
生
い
茂
っ
て
い
る
原
と
い
う
意
味
。

（
廣
瀬
薫
）

秋須
磨
浦

柏
１８３
す
ま
の
浦
や
木
の
間
も
り
こ
ぬ
月
も
猶
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
秋
の
波
風

須
磨
の
巻
云
、
す
ま
に
は
、
い
と
ゝ
心
つ
く
し
の
秋
風
に
、
海
は
す
こ
し
遠
け
れ
と
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
〇
三
番
。
源
氏
物
語
、
須
磨
巻
、
一
九
八
頁
。

秋

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
須
磨
浦
│
浦
月
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
、
須
磨
の
浦

須
磨
の
浦
で
は
（
木
々
が
生
い
茂
っ
て
）
木
の
間
か
ら
月
の
光
は
漏
れ
て
こ
な
い
が
、
や
は
り
物
思
い
を
さ
せ
る
秋
の
波
風
（
は
吹
い

て
く
る
の
）
だ
な
あ
。

須
磨
の
巻
に
よ
る
と
、
須
磨
で
は
、
ひ
と
し
お
物
を
思
わ
せ
る
秋
風
が
吹
き
、
海
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
が
云
々
。

こ

ま

﹇
考
察
﹈
須
磨
は
光
源
氏
の
流
謫
し
た
地
。
当
歌
は
「
木
の
間
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
見
れ
ば
心
づ
く
し
の
秋
は
来
に
け
り
」（
古
今
集
、

秋
上
、
一
八
四
番
、
題
知
ら
ず
、
よ
み
人
知
ら
ず
）
も
踏
ま
え
る
。

（
廣
瀬
薫
）

― ２７７ ―
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月

１８４
秋
の
月
中
に
有
て
ふ
薬
も
か
老
を
か
へ
し
て
幾
千
世
も
み
ん

錦
繍
萬
花
谷
曰
、
后
羿
、
得
二

不
―

死
ノ

薬
ヲ

於
西
王
母
ニ一

。
其
妻
嫦
―

娥
、
竊
ン
テ
レ

之
ヲ

奔
レ

月
ニ

、
遂
ニ

託
ス二

身
ヲ

於
月
―

中
ノ

仙
ニ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
一
五
九
番
。
錦
繍
萬
花
谷
（
明
刻
本
）、
前
集
巻
一
、
月
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
錦
繍
萬
花
谷
』「
后
羿
│
嫦
娥
羿
」「
不
死
薬
│
不
死
之
薬
」「
託
│
托
」「
身
於
月
中
仙
│
身
月
中

仙
」。

﹇
訳
﹈

月

秋
の
月
の
中
に
あ
る
と
い
う
不
死
の
薬
が
欲
し
い
も
の
だ
。（
そ
の
薬
を
飲
み
）
若
返
っ
て
幾
千
年
も
見
て
み
よ
う
。

錦
繍
萬
花
谷
に
よ
る
と
、
后
羿
が
不
死
の
薬
を
西
王
母
か
ら
貰
い
受
け
た
。
そ
の
妻
の
嫦
娥
が
こ
の
薬
を
盗
ん
で
月
に
逃
げ
、
つ

い
に
そ
の
身
は
月
に
い
る
仙
人
に
な
っ
た
云
々
。

こ
う
げ
い

﹇
考
察
﹈
出
典
は
「
嫦
娥
奔
月
」
の
逸
話
。
后
羿
は
弓
の
達
人
で
、
夏
王
朝
を
簒
奪
し
た
有
窮
国
の
君
主
。

き
ん
し
ゅ
う
ば
ん
が
こ
く

﹇
参
考
﹈『
錦
繍
萬
花
谷
』
は
南
宋
時
代
の
類
書
。『
円
機
活
法
』『
淮
南
子
』
に
も
類
話
が
あ
る
が
、
本
文
は
異
な
る
。

（
廣
瀬
薫
）

十
五
夜
翫
月

１８５
底
に
住
魚
の
数
さ
へ
あ
ら
は
る
ゝ
水
に
棹
さ
す
月
そ
え
な
ら
ぬ

朗
詠
集
。
岸
―

白
シ
テ

還
テ

迷
松
―

上
ノ

鶴
、
潭
―

融
ツ
テ

可
レ

笇
ヘ
ツ

藻
―

中
ノ

魚
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
一
七
六
番
、
一
三
七
四
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
秋
、
十
五
夜
付
月
、
二
四
七
番
。
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
水
に
棹
さ
す
│
水
に
舟
さ
す
」（
一
一
七
六
番
、
一
三
七
四
番
）。『
和
漢
朗
詠
集
注
』「
潭
融
可
笇
│
潭
融

可
筭
」。

﹇
訳
﹈

十
五
夜
に
月
を
賞
翫
す
る

水
底
に
住
ん
で
い
る
魚
の
数
ま
で
明
ら
か
に
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
に
、
棹
を
差
す
水
面
に
差
す
月
の
光
が
な
ん
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
す

ば
ら
し
い
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
。
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
岸
辺
は
所
々
白
く
見
え
る
が
、
そ
れ
は
松
の
上
に
い
る
鶴
な
の
か
な
と
、
何
回
も
見
間
違
え

る
ほ
ど
で
あ
る
。
池
の
水
底
ま
で
月
光
が
さ
し
こ
ん
で
よ
く
見
え
る
の
で
、
藻
の
中
に
潜
む
魚
を
い
ち
い
ち
数
え
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
だ
。

﹇
考
察
﹈「
棹
さ
す
月
」
に
「
棹
刺
す
」（
棹
で
水
底
を
突
い
て
舟
を
進
め
る
）
と
「
射
す
月
」（
水
面
に
射
す
月
）
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
御
物
粘
葉
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
「
潭
融
可
算
」
と
あ
る
が
、「
算
」「
笇
」「
筭
」
い
ず
れ
も
「
か
ぞ
ふ
」
と
訓
じ
る
。

（
加
藤
森
平
）

山
月

１８６
そ
め
い
ろ
の
山
の
南
の
秋
つ
し
ま
秋
を
時
と
や
月
も
す
む
ら
ん

円
機
活
法
。
月
部
曰
、
釈
氏
書
言
、
須
―

弥
―

山
ノ

南
―

面
ニ

有
二

閻
浮
樹
一

月
過
レ

樹
ヲ

影
入
二

月
―

中
ニ一

云
云
。

法
苑
珠
林
曰
、
南
閻
浮
提
壽
不
定
。
西
瞿
耶
尼
壽
二
百

五
十
歳
。
東
弗
波
提
壽
五
百
歳
。
北
鬱
単
越
壽
千
歳
。
須
弥
之
四
方
有
也
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
一
八
番
。
円
機
活
法
、
巻
一
、
天
文
門
、
閻
浮
樹
影
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
」

山
の
月

― ２７９ ―
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須
弥
山
の
南
に
あ
る
日
本
で
は
、
秋
を
（
一
番
良
い
）
時
期
と
し
て
月
も
澄
む
の
だ
ろ
う
か
。

円
機
活
法
。
月
の
部
に
よ
る
と
、
釈
氏
書
言
に
は
、
須
弥
山
の
南
側
に
閻
浮
樹
が
あ
り
、
月
が
木
の
上
を
過
ぎ
る
と
樹
影
が
月
に

映
る
云
々
。

法
苑
珠
林
に
よ
る
と
、
南
閻
浮
提
は
歳
が
定
か
で
な
い
。
西
瞿
耶
尼
は
二
百
五
十
歳
。
東
弗
波
提
は
五
百
歳
。
北
鬱
単
越
は
千

歳
。
須
弥
山
の
四
方
に
有
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
そ
め
い
ろ
（
蘇
迷
蘆
）」
は
須
弥
山
、「
秋
つ
し
ま
（
秋
津
島
）」
は
日
本
。
南
閻
浮
提
・
西
瞿
耶
尼
・
東
弗
波
提
・
北
鬱
単
越

は
、
須
弥
山
の
南
・
西
・
東
・
北
に
あ
る
大
陸
。
南
閻
浮
提
に
は
閻
浮
樹
と
呼
ば
れ
る
大
樹
が
あ
る
。

﹇
参
考
﹈『
円
機
活
法
』
の
一
文
は
、『
酉
陽
雑
俎
』
に
も
見
ら
れ
る
。『
法
苑
珠
林
』
は
唐
の
道
世
撰
で
、
六
六
八
年
成
立
、
百
二
十
巻
、

仏
教
の
故
実
を
集
め
た
も
の
。
現
存
本
に
は
「
南
閻
浮
提
」
以
下
の
本
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
天
台
教
学
の
入
門
書
と
し
て
よ
く
読
ま

れ
た
『
天
台
四
教
儀
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
六
冊

N
o.1931

）
に
、「
謂
東
弗
婆
提
（
壽
二
百
五
十
歲
）
南
閻
浮
提
（
壽
一

百
歲
）
西
瞿
耶
尼
（
壽
五
百
歲
）
北
鬱
單
越
（
壽
一
千
歲
命
無
中
夭
。
聖
人
不
出
其
中
。
即
八
難
之
一
）
皆
苦
樂
相
間
。」
と
あ
る
が
、

数
字
が
一
致
し
な
い
。『
仏
説
立
世
阿
毘
曇
論
』
壽
量
品
第
二
十
二
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
二
冊

N
o.1644

）
に
は
、「
剡
浮

提
人
或
十
歲
。
或
阿
僧
祇
歲
。
是
中
間
壽
命
漸
長
漸
短
。
長
極
八
萬
歲
短
極
十
歲
。
西
瞿
耶
尼
人
二
百
五
十
年
是
其
壽
命
。
東
弗
婆
提

人
壽
五
百
歲
。
北
鬱
單
越
定
壽
千
年
。
人
中
五
十
歲
是
四
天
王
一
日
一
夜
。」
と
あ
り
、
数
字
は
合
う
。

（
加
藤
森
平
）

１８７
わ
す
る
な
よ
三
笠
の
山
を
さ
し
て
こ
そ
し
ら
ぬ
海
辺
の
月
も
み
つ
ら
ん

古
今
集
云
、
も
ろ
こ
し
に
て
、
月
を
み
て
よ
め
る
。
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あ
ま
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
は
か
す
か
な
る
三
笠
の
山
に
出
し
月
か
も

此
歌
は
、
む
か
し
、
仲
ま
ろ
を
、
も
ろ
こ
し
に
物
な
ら
は
し
に
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
、
あ
ま
た
の
年
を
へ
て
、
え
か
へ
り
ま
う

て
こ
さ
り
け
る
を
、
此
国
よ
り
、
又
、
使
ま
か
り
至
り
け
る
に
、
た
く
ひ
て
ま
う
て
来
な
ん
と
て
、
出
た
り
け
る
に
、
め
い
し
う

と
い
ふ
所
の
海
辺
に
て
、
か
の
国
の
人
、
馬
の
は
な
む
け
し
け
り
。
よ
る
に
な
り
て
、
月
の
面
白
く
さ
し
出
た
り
け
る
を
見
て
よ

め
る
と
な
ん
、
か
た
り
伝
ふ
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
三
二
三
番
、
六
五
一
六
番
。
古
今
集
、
巻
九
、
羈
旅
、
四
〇
六
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
古
今
集
』「
月
の
面
白
く
さ
し
出
た
り
│
月
の
い
と
お
も
し
ろ
く
い
て
た
り
」。

﹇
訳
﹈

（
山
の
月
）

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
三
笠
山
を
目
指
し
て
（
船
出
す
る
た
め
に
来
た
か
ら
）、（
明
州
と
い
う
）
知
ら
な
い
海
辺
で
月
も
見
た
の
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
を
。

古
今
集
に
よ
る
と
、
唐
の
国
で
月
を
眺
め
て
詠
ん
だ
歌
。

広
々
と
し
た
大
空
を
は
る
か
に
見
晴
ら
す
と
、
今
し
も
月
が
上
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
思
え
ば
昔
、
ま
だ
若
か
っ
た
私
が
唐
土
に

出
発
す
る
前
に
、
春
日
の
三
笠
の
山
の
端
か
ら
上
っ
た
の
も
、
今
夜
の
月
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
歌
は
、「
か
つ
て
歌
の
作
者
仲
麿
を
政
府
か
ら
留
学
生
と
し
て
唐
土
に
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
長
年
を
経
て
も
彼
は
帰
朝
で
き

な
か
っ
た
が
、
わ
が
国
か
ら
さ
ら
に
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
到
着
し
た
の
で
、
一
緒
に
帰
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
出
発
し
た
と
こ
ろ
、

明
州
と
い
う
所
の
海
岸
で
、
そ
の
国
の
人
々
が
送
別
会
を
開
い
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、
夜
に
な
っ
て
月
が
き
れ
い
に
さ
し
上
っ
た

の
を
眺
め
て
彼
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
」
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
云
々
。

― ２８１ ―
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﹇
考
察
﹈「
三
笠
の
山
を
さ
し
て
」
の
「
さ
し
」
は
「
笠
」
の
縁
語
。

（
劉
野
）

岡
月

１８８
月
よ
い
か
に
た
ゝ
あ
た
ら
よ
の
と
斗
に
誰
に
し
ら
れ
ん
岡
の
へ
の
松

あ
か
し
の
巻
に
云
、
か
の
岡
へ
の
家
も
、
松
の
ひ
ゝ
き
、
波
の
音
に
あ
ひ
て
云
々
。
又
云
、
十
三
日
の
月
の
、
花
や
か
に
さ
し
出

た
る
に
、
只
「
あ
た
ら
よ
の
」
と
聞
へ
た
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
三
二
番
。
源
氏
物
語
、
明
石
巻
、
一
四
〇
頁
、
一
六
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
湖
月
抄
』『
承
応
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

岡
の
月

月
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
美
し
く
輝
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
）。
た
だ
「
せ
っ
か
く
の
夜
を
」
と
そ
れ
だ
け
で
、（
光
源
氏
以
外
の
）
誰
に

知
ら
れ
よ
う
か
。
岡
辺
に
住
み
、
そ
の
松
の
よ
う
に
源
氏
の
訪
れ
を
待
つ
明
石
の
君
は
。

明
石
の
巻
に
よ
る
と
、
あ
の
（
明
石
の
君
が
住
ん
で
い
る
）
岡
辺
の
家
で
も
、（
源
氏
の
弾
く
琴
の
音
が
）
松
風
の
響
き
や
波
の

音
と
一
緒
に
な
っ
て
云
々
。
ま
た
同
じ
巻
に
よ
る
と
、
十
三
日
の
月
が
は
な
や
か
に
差
し
出
て
い
る
頃
合
い
に
、
た
だ
「
あ
た
ら

夜
の
」
と
申
し
上
げ
た
。

﹇
考
察
﹈「
あ
た
ら
夜
の
」
は
、「
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
同
じ
く
は
あ
は
れ
知
れ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
」（
後
撰
、
春
下
、
一
〇
三
、
源

信
明
。
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
に
夜
、
花
を
見
て
）
の
初
句
で
、
入
道
が
娘
を
源
氏
に
会
わ
せ
た
い
意
を
ほ
の
め
か
す
。「
岡
の
へ

の
松
」
の
「
松
」
に
「
待
つ
」
を
か
け
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）
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（
呉
慧
敏
）

浦
月

１８９
わ
か
よ
は
ひ
ふ
け
ゐ
の
浦
の
秋
の
月
わ
す
れ
ね
よ
る
の
靏
の
思
ひ
も

白
氏
文
集
、
新
楽
府
。
第
三
第
四
ノ

絃
ハ

冷
―

ト々
シ
テ

、
夜
―ノ

鶴
憶
テレ

子
ヲ

篭
―ノ

中
ニ

鳴
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
六
八
番
。
白
氏
文
集
、
巻
三
、
新
楽
府
、
五
絃
弾
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

浦
の
月

わ
た
し
は
年
を
と
り
、
吹
飯
の
浦
で
秋
の
月
を
見
て
い
る
と
、
夜
の
鶴
が
子
を
思
う
よ
う
な
わ
が
子
へ
の
思
い
も
忘
れ
て
し
ま
え
。

す
が
す
が

白
氏
文
集
、
新
楽
府
。
第
三
・
第
四
の
絃
は
清
々
し
く
て
、
夜
の
鶴
が
子
を
思
っ
て
籠
の
中
で
鳴
く
よ
う
だ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
年
を
と
っ
た
か
ら
、
わ
が
子
を
思
う
情
愛
の
念
を
捨
て
て
極
楽
往
生
を
願
う
も
の
。

ふ
け
ひ

﹇
参
考
﹈「
吹
飯
の
浦
」
は
和
泉
の
国
の
歌
枕
で
、「
更
け
」
を
掛
け
る
。「
天
つ
風
吹
飯
の
浦
に
ゐ
る
鶴
の
な
ど
か
雲
井
に
帰
ら
ざ
る
べ

き
」（
新
古
今
集
、
雑
下
、
一
七
二
一
、
藤
原
清
正
。
殿
上
離
れ
は
べ
り
て
詠
み
は
べ
り
け
る
）
以
来
、
鶴
の
名
所
。「
夜
の
鶴
」
は
親

子
の
愛
情
の
深
さ
を
た
と
え
て
い
う
。

（
呉
慧
敏
）

１９０
い
く
よ
わ
れ
つ
な
か
ぬ
舟
の
う
き
枕
あ
か
し
の
月
の
ゆ
く
に
ま
か
せ
て

文
選
。
賈
誼
、
鵬
鳥
賦
曰
、
泛
―

乎
若
二

不
レ

繋
之
舟
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
五
四
七
番
。
文
選
、
賦
編
、
下
巻
、
一
〇
六
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
浦
の
月
）

― ２８３ ―
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幾
夜
も
わ
た
し
は
、
つ
な
が
れ
ず
に
漂
う
舟
の
中
で
夜
を
明
か
し
、
明
月
の
行
く
に
ま
か
せ
て
（
旅
を
す
る
こ
と
だ
）。

文
選
。
賈
誼
の
鵬
鳥
賦
に
よ
る
と
、
つ
な
が
れ
な
い
舟
の
よ
う
に
自
由
に
漂
う
。

﹇
考
察
﹈
賈
誼
（
前
二
〇
〇
〜
前
一
六
九
）
は
前
漢
の
文
帝
に
仕
え
、
博
士
と
な
る
。「
泛
」
は
浮
か
び
漂
う
、「
浮
き
枕
」
は
船
中
の
旅

寝
と
い
う
意
味
。「
あ
か
し
」
は
夜
を
「
明
か
し
」（
動
詞
）
と
、
明
る
い
を
意
味
す
る
「
明
か
し
」（
形
容
詞
）
を
掛
け
る
。
当
歌
は

月
の
行
く
ま
ま
、
自
由
に
漂
い
な
が
ら
舟
の
上
で
旅
寝
す
る
こ
と
を
詠
む
。

（
大
杉
里
奈
）

橋
月

１９１
う
ち
わ
た
す
音
さ
や
か
成
板
は
し
の
霜
に
跡
な
き
秋
の
よ
の
月

温
庭
筠
、
詩
句
。
人
跡
板
橋
霜
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
四
二
番
。
温
飛
卿
詩
集
（
和
刻
本
）。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
温
飛
卿
詩
集
』「
跡
│
迹
」。

﹇
訳
﹈

橋
の
月

か
け
渡
す
音
が
高
く
澄
ん
で
聞
こ
え
る
板
橋
に
霜
が
お
り
、（
人
が
来
た
）
跡
が
残
っ
て
い
な
い
（
さ
ま
を
照
ら
す
）
秋
の
夜
の
月
だ

な
あ
。温

庭
筠
の
詩
句
。
板
橋
に
霜
が
お
り
、
人
の
足
跡
が
残
っ
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈
温
庭
筠
は
晩
唐
の
詩
人
。
異
同
に
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
版
を
使
用
。

（
大
杉
里
奈
）

１９２
あ
た
ら
し
き
橋
う
ち
わ
た
す
西
ひ
か
し
ひ
と
つ
色
な
る
水
の
月
影

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
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東
坡
全
集
、
二
十
三
。
両
橋
詩
并
引
。

恵
州
之
東
、
江
谿
合
流
、
有
橋
、
多
廃
壊
、
以
小
舟
渡
。
羅
浮
道
士
鄧
守
安
、
始
作
浮
橋
、
以
四
十
舟
為
二
十
舫
、
鉄
銷
石
矴
、

隨
水
漲
落
、
榜
曰
東
新
橋
。
州
西
豊
湖
上
、
有
長
橋
、
屡
作
屡
壊
、
栖
禅
院
僧
希
固
、
築
進
両
岸
、
為
飛
閣
九
間
、
尽
用
石
塩

木
、
堅
若
鉄
石
、
榜
曰
西
新
橋
。
皆
以
紹
聖
三
年
六
月
畢
工
、
作
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
二
七
六
番
。
東
坡
全
集
、
巻
二
三
、
両
橋
詩
并
引
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
東
坡
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
橋
の
月
）

新
し
い
橋
を
東
と
西
に
渡
し
て
、（
ど
の
橋
か
ら
見
て
も
）
同
じ
色
の
河
水
に
月
が
映
っ
て
い
る
な
あ
。

東
坡
全
集
、
巻
二
十
三
巻
。
両
橋
の
詩
、
並
び
に
序
。

恵
州
の
東
は
、
大
河
や
谷
川
が
合
流
し
て
お
り
、
橋
が
あ
っ
て
も
多
く
は
壊
さ
れ
る
の
で
、
小
舟
で
人
を
渡
し
て
い
た
。
そ
こ

も
や

で
、
羅
浮
の
道
士
で
あ
る
鄧
守
安
と
い
う
者
が
始
め
て
浮
橋
を
つ
く
り
、
四
十
葉
の
舟
を
二
十
の
舫
い
舟
と
し
て
、
鉄
の
鎖
と
石

の
礎
石
を
備
え
て
、
河
水
の
増
減
に
従
わ
せ
る
よ
う
に
し
、
表
札
を
立
て
て
「
東
新
橋
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
恵
州
の
西
に

あ
る
豊
湖
の
上
に
も
長
い
橋
が
あ
り
、
た
び
た
び
作
っ
て
は
、
た
び
た
び
壊
れ
た
。
そ
こ
で
、
栖
禅
院
の
僧
で
あ
る
希
固
と
い
う

者
が
、
両
岸
を
築
き
、
九
間
の
高
殿
を
設
け
、
す
べ
て
に
石
塩
木
を
用
い
た
か
ら
、
そ
の
堅
さ
は
鉄
石
の
よ
う
で
、
表
札
を
立
て

て
「
西
新
橋
」
と
呼
ん
だ
。
両
橋
の
竣
工
が
紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）
六
月
で
あ
っ
た
か
ら
（
こ
こ
に
二
詩
を
）
作
り
（
落
成
を

祝
う
）
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
東
坡
全
集
』
は
、
蘇
軾
（
蘇
東
坡
）
が
恵
州
に
左
遷
さ
れ
た
時
、
州
の
東
西
の
橋
を
修
復
し
、
そ
の
竣
工
を
賀
し
て
詠
ん
だ
漢

詩
（「
東
新
橋
」「
西
新
橋
」）
の
序
。『
東
坡
全
集
』
で
は
末
尾
が
「
畢
工
、
作
二
詩
落
之
」。
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﹇
参
考
﹈『
東
坡
全
集
』
は
、
北
宋
時
代
に
活
躍
し
た
蘇
軾
（
蘇
東
坡
）
の
詩
文
集
。
そ
の
版
本
（
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
て
公
開
）
は
、
本
文
も
該
当
箇
所
の
巻
数
（
巻
二
三
）
も
一
致
す
る
が
、
刊
行
年
・
刊
行
者
は
不
明
。

（
平
石
岳
）

閨
中
月

１９３
さ
す
そ
と
は
け
し
き
は
か
り
の
槙
の
戸
を
明
て
夜
深
き
閨
の
月
哉

あ
か
し
の
巻
。
月
い
れ
た
る
ま
き
の
戸
口
、
け
し
き
は
か
り
を
し
明
た
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
九
九
番
。
源
氏
物
語
、
明
石
巻
、
二
五
六
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

閨
の
中
の
月

月
の
光
が
差
し
こ
む
と
い
っ
て
も
少
し
だ
け
で
あ
る
。
少
し
だ
け
閉
ざ
し
て
お
い
た
槙
の
戸
を
開
け
る
と
、
夜
更
け
の
月
が
寝
室
に
差

し
こ
む
な
あ
。

明
石
の
巻
。
月
の
光
の
差
し
込
ん
だ
木
戸
口
が
、（
光
源
氏
を
迎
え
い
れ
る
か
の
よ
う
に
）
少
し
だ
け
押
し
あ
け
て
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
が
明
石
の
入
道
の
期
待
に
応
え
、
入
道
の
娘
で
あ
る
明
石
の
君
を
訪
れ
た
場
面
。
光
源
氏
を
迎
え
る

準
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
、
入
道
が
槙
の
戸
を
少
し
開
い
て
お
く
こ
と
で
表
わ
し
て
い
る
。

﹇
参
考
﹈「
さ
す
」
に
槙
の
戸
を
「
鎖
す
」
と
月
の
光
が
「
差
す
」
を
掛
け
る
。

（
平
石
岳
）

１９４
秋
か
せ
に
わ
す
れ
し
閨
の
扇
を
も
月
に
た
く
へ
て
ま
た
や
と
ら
ま
し

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
〇
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

『
三
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﹇
訳
﹈

（
寝
室
の
中
の
月
）

秋
風
が
吹
く
と
忘
れ
ら
れ
、
ま
た
飽
き
て
忘
れ
ら
れ
た
寝
室
の
扇
も
、
月
に
な
ぞ
ら
え
て
、
ま
た
手
に
取
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈「
秋
か
せ
」
の
「
秋
」
に
「
飽
き
」
を
掛
け
る
。「
閨
の
扇
」
を
月
に
見
立
て
る
の
は
、
１９５
番
歌
の
漢
詩
に
よ
る
。
当
歌
は
月
を

愛
で
る
よ
う
に
、
忘
れ
ら
れ
た
寝
室
の
扇
を
手
に
取
り
愛
で
て
寵
愛
が
戻
る
だ
ろ
う
か
と
詠
む
。

（
廣
瀬
薫
）

月
似
扇

１９５
お
も
か
け
は
秋
の
扇
の
そ
れ
な
か
ら
さ
も
置
か
た
き
袖
の
月
か
な

斑
婕
妤
詩
曰
、
新
ニ

製
シ
テ
二

斉
紈
―

素
ヲ一

、
皎
―

絜
ト
シ
テ

如
二

霜
―

雪
ノ一

。
裁
シ
テ

為
二

合
―

歓
ノ

扇
ヲ一

、
団
―

ト々
シ
テ

似
二

明
―

月
ニ一

。
出
│二

入
君
カ

�
―

袖
ニ一

、

動
―

揺
微
―

風
発
シ
テ

、
常
―ニ

恐
秋
―

節
ノ

至
、
凉
飈
奪
二

炎
熱
一

、
棄
二│

捐
セ
ラ
レ
テ

篋
―

笥
ノ

中
ニ一

、
恩
情
中
―

道
ニ

絶
ン
コ
ト
ヲ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
三
六
番
。
文
選
、
楽
府
上
、
怨
歌
行
、
四
七
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
版
『
文
選
』「
斑
│
班
」「
新
製
│
新
裂
」「
皎
絜
│
鮮
絜
」「
裁
為
│
裁

成
」「
�
│
懐
」「
凉
飈
│
涼
飈
」。

﹇
訳
﹈

月
、
扇
に
似
る

（
月
の
）
姿
は
秋
の
扇
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、（
秋
の
扇
の
よ
う
に
）
放
っ
て
お
く
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
涙
に
濡
れ
た
袖
に
映
る

月
だ
な
あ
。

班
婕
妤
の
詩
に
よ
る
と
、
新
し
く
斉
の
国
の
白
絹
で
作
る
と
、
そ
れ
は
白
く
清
ら
か
で
さ
な
が
ら
雪
や
霜
の
よ
う
だ
。
そ
れ
を
裁

っ
て
合
わ
せ
て
貼
っ
た
円
扇
を
作
る
と
、
真
ん
丸
で
満
月
に
似
て
い
る
。
こ
の
扇
は
あ
な
た
の
懐
や
袖
に
出
入
り
し
て
、
動
か
し

― ２８７ ―
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て
あ
お
ぐ
度
に
そ
よ
風
が
起
き
る
。（
け
れ
ど
も
）
常
に
心
配
な
の
は
、
や
が
て
秋
が
き
て
、
涼
し
い
風
が
暑
さ
を
吹
き
去
ら
せ

る
と
、
秋
の
扇
が
箱
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の
情
け
も
途
中
で
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
だ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
班
婕
妤
の
詩
と
さ
れ
る
「
怨
歌
行
」。
班
婕
妤
は
漢
の
時
代
、
成
帝
に
愛
さ
れ
た
が
、
や
が
て
趙
飛
燕
に
よ
り
寵
愛
を
失

う
。「
怨
歌
行
」
は
班
婕
妤
が
、
我
が
身
の
悲
し
さ
を
嘆
い
て
作
っ
た
も
の
。
夏
の
暑
さ
が
な
く
な
る
と
忘
れ
ら
れ
る
秋
の
扇
に
、
自

ら
の
姿
を
た
と
え
る
。

（
廣
瀬
薫
）

山
月
入
簾

１９６
こ
す
の
う
ち
も
あ
ら
は
に
見
え
て
黛
の
み
と
り
に
匂
ふ
山
の
は
の
月

玉
京
記
。
卓
文
君
、
眉
ノ

色
不
レ

加
レ

黛
如
レ

望
二

遠
―

山
ヲ一

。
時
ノ

人
效
レ

之
号
二

遠
―

山
ノ

眉
ト一

。

為
長
卿
詩
。
小
倉
山
ノ

黛
ハ

当
ルレ

簾
ニ

色
、
大
覚
寺
ノ

泉
ハ

落
レ

枕
ニ

声
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
二
〇
番
。
記
纂
淵
海
、
巻
八
一
。
河
海
抄
、
巻
第
八
、
松
風
巻
、
大
覚
寺
事
。

も
イ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
こ
す
の
う
ち
も
│
こ
す
の
う
ち
に
」。『
記
纂
淵
海
』「
玉
京
記
│
傳
記
」「
卓
文
君
│
文
君
」「
号
遠
山
眉
│

画
遠
山
眉
」。『
河
海
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
の
月
、
簾
に
入
る

黛
の
よ
う
な
緑
色
に
染
ま
る
山
の
端
の
月
に
（
照
ら
さ
れ
て
）、
御
簾
の
内
側
も
露
わ
に
見
え
て
。

玉
京
記
。
卓
文
君
は
眉
に
黛
を
付
け
ず
、
遠
山
の
よ
う
に
う
っ
す
ら
と
青
い
眉
で
あ
っ
た
。
当
時
の
人
は
こ
れ
に
倣
っ
て
遠
山
の

眉
と
呼
ん
だ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）
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為
長
卿
の
詩
。
小
倉
山
の
黛
色
は
簾
（
の
緑
色
）
に
照
り
映
え
る
。
大
覚
寺
の
泉
の
音
は
枕
元
に
ま
で
聞
こ
え
る
。

﹇
考
察
﹈『
玉
京
記
』
は
詳
細
不
明
。『
淵
鑑
類
函
』
に
は
「
玉
京
記
曰
卓
文
君
眉
不
加
黛
望
如
遠
山
」
と
あ
る
。「
遠
山
の
眉
」
と
は
、
遠

く
に
見
え
る
山
の
よ
う
に
ほ
ん
の
り
と
青
い
眉
。
美
人
の
眉
に
た
と
え
る
。
当
歌
は
そ
れ
を
逆
に
用
い
て
、
山
の
色
を
黛
の
よ
う
だ
と

詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
記
纂
淵
海
』
は
宋
の
潘
自
牧
が
編
纂
し
た
類
書
。『
淵
鑑
類
函
』
は
康
熙
四
十
九
年
（
一
七
一
〇
）
に
成
立
し
た
類
書
で
、
日

本
に
伝
わ
り
よ
く
利
用
さ
れ
た
。
卓
文
君
は
漢
の
武
帝
の
こ
ろ
、
恋
に
生
き
た
情
熱
的
な
女
性
の
典
型
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
河
海
抄
』

は
「
大
覚
寺
の
南
に
当
た
り
て
、
滝
殿
の
心
ば
へ
な
ど
劣
ら
ず
お
も
し
ろ
き
寺
な
り
。」（
松
風
、
四
〇
一
頁
）
を
注
し
た
箇
所
。
菅
原

為
長
の
漢
詩
は
、「
落
枕
波
声
分
岸
夢
、
当
簾
柳
色
両
家
春
」（
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
隣
家
、
五
七
五
番
、
菅
三
品
）
に
似
る
。

（
加
藤
森
平
）

１９７
玉
す
た
れ
ま
き
あ
け
て
見
し
峰
の
雪
の
お
も
影
な
か
ら
む
か
ふ
月
か
な

白
氏
詩
。
香
炉
峰
雪
撥
簾
看
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
二
一
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
六
、
香
炉
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
、
其
三
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
山
の
月
、
簾
に
入
る
）

白
居
易
が
玉
簾
を
巻
き
上
げ
て
見
た
香
炉
峰
の
雪
の
情
趣
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
（
簾
を
巻
き
上
げ
て
）
眺
め
る
月
だ
な
あ
。

白
居
易
の
詩
。
香
炉
峰
の
雪
は
簾
を
撥
ね
あ
げ
て
眺
め
る
。

（
加
藤
森
平
）
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秋
歌
中

１９８
木
幡
山
打
こ
え
て
み
れ
は
す
む
月
の
千
里
も
ゆ
か
ん
馬
は
な
く
と
も

戦
国
策
、
巻
三
。
秦
昭
襄
王
篇
云
、
王
―

良
カ

之
弟
―

子
駕
シ
テ

云
、
取
ン
ト
二

千
―

里
ノ

馬
ヲ一

云
云
。

古
文
後
集
。
雑
ノ

説
ニ

、
世
ニ

有
二

伯
―

楽
一

然
シ
テ

後
ニ

有
二

千
里
ノ

馬
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
六
八
五
番
。
戦
国
策
、
巻
三
、
秦
策
、
昭
襄
王
、
二
二
二
頁
。
古
文
真
宝
後
集
、
巻
二
、
雑
説
、
七
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
打
こ
え
て
│
う
ち
こ
え
」。『
戦
国
策
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
歌
の
中

木
幡
山
を
越
え
て
見
る
と
月
が
澄
ん
で
い
る
。（
月
が
遥
か
遠
く
千
里
ま
で
照
ら
す
よ
う
に
）
千
里
で
も
行
こ
う
。
た
と
え
（
一
日
に

千
里
を
走
れ
る
）
馬
は
な
く
て
も
。

戦
国
策
、
巻
三
。
秦
の
昭
襄
王
篇
に
よ
る
と
、（
有
名
な
御
者
の
）
王
良
の
弟
子
が
、
馬
を
車
に
つ
け
て
、「
一
日
に
千
里
を
走
る

良
馬
だ
」
と
言
っ
た
云
々
。

古
文
真
宝
後
集
。
雑
説
に
、
世
に
伯
楽
の
よ
う
な
馬
を
よ
く
見
分
け
る
人
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
一
日
千
里
を
走
れ
る
馬
が
見

出
さ
れ
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
は
た

﹇
考
察
﹈「
千
里
馬
」
は
、
千
里
を
一
日
で
か
け
る
馬
。
す
ぐ
れ
た
人
材
に
例
え
る
。
木
幡
山
は
山
城
国
の
歌
枕
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

か

ち

あ

こ

な

「
山
科
の
木
幡
の
山
を
馬
は
あ
れ
ど
徒
歩
よ
り
我
が
来
し
汝
を
思
ひ
か
ね
て
」（
万
葉
集
・
巻
一
一
・
二
四
二
五
番
・
人
麻
呂
歌
集
歌
）

に
よ
る
。

（
呉
慧
敏
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
上
）
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湖
月

柏

イ
の
こ
ら
て

１９９
月
や
す
む
秋
こ
そ
西
の
水
う
み
や
う
へ
し
柳
も
一
葉
お
と
し
て

宋
史
、
三
百
九
十
八
列
伝
、
九
十
七
蘇
軾
伝
曰
、
又
取
�
田
積
湖
中
、
南
北
径
三
十
里
、
為
長
堤
以
通
行
者
。
呉
人
種
菱
、
春
輙

芟
除
、
不
遺
寸
草
。
且
募
人
種
菱
湖
中
、
�
不
復
生
。
収
其
利
以
備
修
湖
、
取
救
荒
余
銭
万
緡
・
糧
万
石
、
及
請
得
百
僧
度
牒
以

募
役
者
。
堤
成
、
植
芙
蓉
・
楊
柳
其
上
、
望
之
如
画
図
、
杭
人
名
為
蘇
公
堤
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
九
五
番
。
宋
史
、
巻
三
三
八
（
四
庫
全
書
）。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
水
う
み
や
│
湖
に
」「
お
と
し
て
│
の
こ
し
て
」。『
宋
史
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

湖
の
月

月
は
澄
ん
で
い
る
か
な
あ
。
秋
は
西
か
ら
来
る
が
、
西
湖
に
か
つ
て
植
え
た
柳
も
一
枚
の
葉
を
落
と
し
て
（
い
る
だ
ろ
う
）。

宋
史
、
三
百
九
十
八
列
伝
、
九
十
七
蘇
軾
伝
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
�
田
（
マ
コ
モ
な
ど
の
水
草
が
枯
れ
て
腐
食
し
泥
土
に
な
り
、

さ
ら
に
干
上
が
っ
て
田
ん
ぼ
状
に
な
っ
た
も
の
）
を
集
め
て
、
西
湖
の
中
に
南
北
長
さ
三
十
里
に
渡
り
積
み
上
げ
て
長
堤
と
し
、

ひ
し

人
の
往
来
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
。
呉
の
地
方
で
は
、
人
々
は
菱
を
植
え
る
が
、
春
に
な
る
と
マ
コ
モ
な
ど
の
水
草
を
刈
り
取

り
、
一
本
も
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
（
後
、
菱
を
植
え
る
の
で
あ
る
）。
か
つ
、
蘇
軾
は
人
を
雇
っ
て
西
湖
に
菱
を
植
え
、
マ
コ

モ
が
二
度
と
生
え
な
い
よ
う
に
し
た
。
菱
を
植
え
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
收
入
（
菱
の
実
を
売
っ
て
得
ら
れ
た
収
入
）
は
、
西
湖
を

浚
渫
す
る
費
用
と
し
て
備
蓄
し
、
飢
饉
救
済
資
金
で
余
っ
た
一
万
緡
の
錢
と
一
万
石
の
穀
物
、
お
よ
び
政
府
に
申
請
し
て
得
ら
れ

た
百
人
分
の
僧
の
度
牒
（
政
府
発
行
の
僧
侶
の
出
家
証
明
書
。
僧
侶
の
地
位
は
政
府
管
理
で
、
度
牒
が
無
い
と
僧
侶
に
な
れ
ず
、

宋
代
の
政
府
は
度
牒
を
売
買
し
て
資
金
を
調
達
し
て
い
た
）
を
使
用
し
て
、
浚
渫
作
業
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
。
長
堤
が
完
成
す
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る
と
、
そ
こ
に
芙
蓉
、
楊
柳
を
植
え
た
。
遠
望
す
る
と
絵
画
の
よ
う
に
美
し
く
、
杭
州
の
人
は
「
蘇
公
堤
」
と
名
づ
け
た
。

﹇
考
察
﹈『
宋
史
』
は
中
国
の
歴
史
書
で
正
史
の
一
つ
。
四
九
六
巻
。
一
三
四
五
年
に
完
成
。
宋
代
（
九
六
〇
〜
一
二
七
九
年
）
の
歴
史
を

記
録
し
た
紀
伝
体
の
書
。
蘇
軾
は
北
宋
の
文
人
、
政
治
家
で
、
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。「
宋
史
三
百
九
十
八
列
伝
」
と
あ
る
が
、
宋
史

三
百
三
十
八
列
伝
の
誤
り
か
。

﹇
参
考
﹈「
一
葉
」
は
舟
に
た
と
え
る
こ
と
も
あ
る
（
１３３
番
歌
、
参
照
）。

（
大
杉
里
奈
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
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